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ミ
サ
イ
ル
防
衛
﹂を
論
ず
︒

「反撃能力」とはスタンド・オフ能力をはじめとした、

いわゆる「攻」であり、ミサイル防衛は即ち「防」である。

昨年１２月に策定された「国家防衛戦略」では

「統合防空ミサイル防衛能力」として、我が国に対する

ミサイル攻撃に対して「攻防一体的」に対応するとされた。

しかし、「攻と防」を一体的に行うことは本当に可能なのか。

我々は議論を単純化しすぎて本質を見誤っていないか。

真に日本が必要としているのは

新たなスタンド・オフ・ミサイルなのか、それとも他の能力なのか。

ミサイル防衛と、その延長としての反撃能力を一体的に運用する

「統合防空ミサイル防衛」について論ずる。

元航空自衛隊
航空総隊司令官
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※

こ
の
略
論
は
、昨
年
９
月
に
寄
稿
さ
れ
た
本
論（
32
頁
〜

38
頁
）に
基
づ
く
も
の
で
す
。

　
1
9
9
8
年
8
月
末
、北
朝
鮮
が
テ
ポ
ド
ン
1
号
と
推

定
さ
れ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
、日
本
列
島
上
空
を

通
過
し
て
三
陸
沖
太
平
洋
に
着
弾
す
る
事
案
が
生
起
し
た
。

北
朝
鮮
の
我
が
国
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
技

術
を
獲
得
し
た
事
実
と
対
処
手
段
の
欠
如
に
防
衛
関
係
者

は
震
撼
さ
せ
ら
れ
た
。そ
の
後
、主
対
象
を
北
朝
鮮
の
弾
道

ミ
サ
イ
ル
脅
威
と
し
た
B
M
D
体
制
の
構
築
は
、既
存
の

陸
海
空
自
衛
隊
の
防
空
能
力
を
拡
充
し
つ
つ
将
来
的
に
統

合
化
を
追
求
す
る
と
い
う
整
備
方
針
の
も
と
、段
階
的
に

進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
2
0
1
6
年
以
降
、多
種
の
ミ
サ
イ
ル
が
多
様
な
運
用

方
式
で
予
告
な
く
発
射
さ
れ
、常
時
警
戒
待
機
に
あ
た
る

部
隊
の
負
担
は
重
く
、作
戦
遂
行
能
力
へ
の
多
大
な
影
響

の
積
極
防
衛
、さ
ら
に
は
敵
の
攻
撃
か
ら
戦
力
を
保
全
す

る
と
と
も
に
作
戦
基
盤
を
防
護
す
る
消
極
防
衛
を
総
合
的

に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、多
種
多
様
化
す
る
経
空
脅
威

に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
I
A
M
D
構
想
が
我
が
国
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る
理
由

は
、次
の
三
つ
で
あ
る
。①
敵
の
策
源
地
に
対
す
る
攻
勢
・

防
勢
的
作
戦
に
一
体
性
が
あ
る
こ
と
、②
従
来
の
防
空
作

戦
と
B
M
D
対
処
の
一
元
・
同
時
実
施
を
作
戦
運
用
の
基

本
と
し
て
い
る
こ
と
、③
部
隊
の
機
動
展
開
能
力
、作
戦
・

後
方
基
盤
の
確
保
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（
1
）キ
ル・
チ
ェ
ー
ン
を
断
つ
た
め
の
反
撃
力
の
観
点

　
現
在
、我
が
国
は
敵
の
攻
撃
を
効
果
的
に
阻
止
す
る
必

要
性
か
ら
、ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
の
強
化
に
努
め
て

い
る
。し
か
し
、我
が
国
の
反
撃
能
力
の
実
効
性
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、相
当
量
の
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
が
必
要
と
な
る

ほ
か
、常
時
継
続
的
な
情
報
収
集
・
警
戒
監
視
・
偵
察

（
I
S
R
）能
力
及
び
情
報
分
析（
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
）能
力

の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。こ
の
際
の
課
題
は
、周
回
衛
星

の
性
能
等
に
加
え
て
観
測
頻
度
と
デ
ー
タ
通
信
の
遅
延
時

間
に
あ
る
。長
射
程
ミ
サ
イ
ル
が
目
標
に
到
達
す
る
ま
で
の

間
、観
測
頻
度
を
上
げ
て
目
標
情
報
を
把
握
し
続
け
る
と
と

も
に
、デ
ー
タ
通
信
の
遅
延
時
間
を
短
縮
す
る
に
は
、通
信

衛
星
間
の
光
通
信
を
可
能
に
す
る
技
術
を
獲
得
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。し
た
が
っ
て
、中
国
大
陸
沿
岸
部
を
含
む
我

が
国
周
辺
を
カ
バ
ー
で
き
る
日
米
共
同
の
衛
星
コ
ン
ス
テ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
を
着
実
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
2
）統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
観
点

　
近
代
戦
の
特
徴
で
あ
る
迅
速
な
作
戦
遂
行
に
対
応
す
べ

く
、各
自
衛
隊
は
セ
ン
サ
ー
・
ト
ゥ・
シ
ュ
ー
タ
ー（
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
入
手
し
た
情
報
を
精
密
誘
導
兵
器
と
の
間
で
共
有
し

要
撃
す
る
シ
ス
テ
ム
）構
想
の
下
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。し
か
し
、現
状
で
は
各
自
衛
隊
に
お
い
て
セ
ン

サ
ー
・
ト
ゥ
・
シ
ュ
ー
タ
ー
を
可
能
に
す
る
装
備
は
限
定
さ

れ
、技
術
的
問
題
や
予
算
上
の
負
担
等
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。こ
の
た
め
、能
力
発
揮
上
の
実
効
性
が
高
い
装
備
や
シ

ス
テ
ム
を
選
択
し
て
優
先
的
に
連
接
す
る
こ
と
、今
後
開
発

す
る
装
備
等
に
つ
い
て
は
、セ
ン
サ
ー
・
ト
ゥ
・
シ
ュ
ー
タ
ー

構
想
を
前
提
に
整
備
す
る
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

（
3
）一
元
的
な
指
揮
統
制（
C
2（Com

m
and and 

Control

））の
観
点

　
迅
速
な
作
戦
遂
行
に
は
、指
揮
統
制
に
お
け
る
意
思
決

定
の
速
度
が
重
要
な
要
素
と
な
る
。我
が
国
が
効
果
的
に

日
本
版
I
A
M
D
を
含
む
領
域
横
断
作
戦
を
遂
行
す
る
に

は
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
統
合
化
と
統
合
C
2
シ
ス
テ
ム
の
実

装
化
は
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。

が
懸
案
と
な
っ
た
。こ
う
し
た
課
題
の
解
決
と
常
時
即
応

態
勢
の
強
化
を
目
的
と
し
た
検
討
が
な
さ
れ
、結
果
と
し

て
、イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
に
代
わ
る
イ
ー
ジ
ス
・
シ
ス
テ
ム

搭
載
艦
整
備
の
閣
議
決
定
、P
A
C-

3
M
S
E
の
導
入

等
と
い
っ
た
具
体
的
な
成
果
が
得
ら
れ
た
。

　
2
0
1
8
年
、30
大
綱
に
お
い
て
登
場
し
た「
総
合
ミ

サ
イ
ル
防
空
」は
、今
年
度
の
防
衛
白
書
に
も
概
要
と
イ

メ
ー
ジ
図
が
掲
載
さ
れ
た
。こ
れ
と
並
び「
B
M
D
整
備

構
想
・
運
用
構
想
」（
イ
メ
ー
ジ
図
）が
記
載
さ
れ
た
が
、

防
空
と
B
M
D
の
一
元
指
揮
・
同
時
運
用
の
姿
や
、不
規

則
軌
道
及
び
極
超
音
速
の
ミ
サ
イ
ル
へ
の
対
処
構
想
が

見
え
て
こ
な
い
   i
。反
撃
能
力
の
主
体
と
な
る
ス
タ
ン
ド
・

オ
フ
防
衛
能
力
と
の
関
連
性
も
曖
昧
で
あ
り
、総
合
ミ
サ

イ
ル
防
空
に
は
限
界
が
あ
る
と
の
不
安
さ
え
生
じ
て
し

ま
う
。

　
総
合
ミ
サ
イ
ル
防
空
能
力
及
び
反
撃
能
力
の
一
体
的
な

強
化
と
、機
動
展
開
能
力
及
び
持
続
性
・
強
靭
性
に
か
か

る
諸
施
策
を
含
め
た
日
本
版
I
A
M
D
構
想
の
早
期
策
定

が
求
め
ら
れ
る
。

　
米
国
の
I
A
M
D（Integrated A

ir M
issile 

D
efense

）構
想
は
、敵
の
策
源
地
に
対
す
る
攻
撃
に

よ
っ
て
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
等
を
未
然
に
阻
止
す
る
作
戦
と
、

敵
の
航
空
機
や
ミ
サ
イ
ル
を
撃
破
す
る
防
空
や
B
M
D
等

港
や
港
湾
等
を
有
効
に
維
持
活
用
す
る
た
め
に
、特
定
公

共
施
設
等
利
用
法
が
発
動
で
き
る
事
態
を
拡
大
し
、事
前

の
物
資
等
の
集
積
、訓
練
等
が
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

（
4
）部
隊
の
展
開
及
び
防
護
等
の
観
点

　
防
勢
作
戦
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
自
衛
隊
は
、ミ
サ
イ
ル

飽
和
攻
撃
等
に
よ
り
一
部
戦
力
に
損
害
が
生
じ
た
場
合

で
も
、残
存
戦
力
の
再
編
等
を
実
施
し
て
、粘
り
強
く
戦

闘
を
継
続
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
1
）効
果
的
な
反
撃
の
観
点

　
米
軍
が
実
施
す
る
攻
撃
作
戦
と
の「
同
調
」が
極
め
て

重
要
と
な
る
。「
同
調
」は
、日
米
が
反
撃（
攻
撃
）の
成

果
を
得
る
た
め
に
、米
軍
のA

ir Taskin
g C

ycle

（
A
T
サ
イ
ク
ル
）に
基
づ
く
指
揮
統
制
活
動
を
通
じ
て

密
接
な
連
携
を
図
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、こ
の

A
T
サ
イ
ク
ル
に
習
熟
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
2
）共
同
C
2
の
観
点

　
中
国
の
A
2
／
A
D
脅
威
が
高
ま
る
中
、最
大
の
課
題

と
考
え
ら
れ
る
の
が
日
米
共
同
C
2
の
確
立
で
あ
る
。米

軍
に
先
ん
じ
て
自
衛
隊
内
に
お
け
る
C
2
の
統
合
化
を

実
現
さ
せ
、同
盟
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
内
の
共
同
運
用
調
整

所
の
機
能
を
活
用
し
て
、日
米
共
同
C
2
の
早
期
確
立
を

目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

（
3
）継
戦
基
盤
の
観
点

　

日
米
が
共
同
で
I
A
M
D
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

消
極
防
御
に
該
当
す
る
作
戦
・
後
方
基
盤
の
構
築
及

び
維
持
が
極
め
て
重
要
に
な
る
。昨
年
、米
空
軍
の
ド

ク
ト
リ
ン
『
迅
速
な
戦
闘
展
開
（A

g
ile C

o
m
b
at 

Em
ploym

ent:

A
C
E
）ド
ク
ト
リ
ン
』   ii
が
発
表
さ

れ
た
。米
軍
が
中
国
の
A
2
／
A
D
脅
威
下
に
お
い
て

も
、航
空
戦
力
の
特
性
を
最
大
限
発
揮
し
、柔
軟
な
分

散
、機
動
運
用
に
よ
り
戦
力
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、統

合
全
領
域
作
戦
の
中
核
と
な
る
航
空
作
戦
を
継
続
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
A
C
E
を
日
米
が
共
同
で
実
行
す
る
こ
と
は
、戦
力
の

損
耗
を
局
限
し
日
米
の
戦
力
発
揮
に
寄
与
す
る
こ
と
か

ら
、我
が
国
と
し
て
は
、特
に
、南
西
域
に
お
け
る
民
間
空

P
A
R
T
1

我
が
国
に
お
け
る
ミ
サ
イ
ル

防
衛
の
発
展
の
経
緯
と
現
状

P
A
R
T
3

日
本
版
I
A
M
D
の
構
築
を

目
指
す
上
で
の
課
題
及
び

防
衛
力
整
備
の
方
向
性

P
A
R
T
2

米
国
の
I
A
M
D
構
想
と

我
が
国
に
と
っ
て
の
有
用
性

ペトリオット・システム
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0
2
7

0
2
6

略
論  

第
一
章　

ミ
サ
イ
ル
防
衛
と﹁
反
撃
能
力
﹂の
一
体
化﹁
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
﹂を
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ず
︒



※

こ
の
略
論
は
、昨
年
９
月
に
寄
稿
さ
れ
た
本
論（
32
頁
〜

38
頁
）に
基
づ
く
も
の
で
す
。

　
1
9
9
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年
8
月
末
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朝
鮮
が
テ
ポ
ド
ン
1
号
と
推

定
さ
れ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
、日
本
列
島
上
空
を

通
過
し
て
三
陸
沖
太
平
洋
に
着
弾
す
る
事
案
が
生
起
し
た
。

北
朝
鮮
の
我
が
国
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
技

術
を
獲
得
し
た
事
実
と
対
処
手
段
の
欠
如
に
防
衛
関
係
者

は
震
撼
さ
せ
ら
れ
た
。そ
の
後
、主
対
象
を
北
朝
鮮
の
弾
道

ミ
サ
イ
ル
脅
威
と
し
た
B
M
D
体
制
の
構
築
は
、既
存
の

陸
海
空
自
衛
隊
の
防
空
能
力
を
拡
充
し
つ
つ
将
来
的
に
統

合
化
を
追
求
す
る
と
い
う
整
備
方
針
の
も
と
、段
階
的
に

進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
2
0
1
6
年
以
降
、多
種
の
ミ
サ
イ
ル
が
多
様
な
運
用

方
式
で
予
告
な
く
発
射
さ
れ
、常
時
警
戒
待
機
に
あ
た
る

部
隊
の
負
担
は
重
く
、作
戦
遂
行
能
力
へ
の
多
大
な
影
響

の
積
極
防
衛
、さ
ら
に
は
敵
の
攻
撃
か
ら
戦
力
を
保
全
す

る
と
と
も
に
作
戦
基
盤
を
防
護
す
る
消
極
防
衛
を
総
合
的

に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、多
種
多
様
化
す
る
経
空
脅
威

に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
I
A
M
D
構
想
が
我
が
国
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る
理
由

は
、次
の
三
つ
で
あ
る
。①
敵
の
策
源
地
に
対
す
る
攻
勢
・

防
勢
的
作
戦
に
一
体
性
が
あ
る
こ
と
、②
従
来
の
防
空
作

戦
と
B
M
D
対
処
の
一
元
・
同
時
実
施
を
作
戦
運
用
の
基

本
と
し
て
い
る
こ
と
、③
部
隊
の
機
動
展
開
能
力
、作
戦
・

後
方
基
盤
の
確
保
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（
1
）キ
ル・
チ
ェ
ー
ン
を
断
つ
た
め
の
反
撃
力
の
観
点

　
現
在
、我
が
国
は
敵
の
攻
撃
を
効
果
的
に
阻
止
す
る
必

要
性
か
ら
、ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
の
強
化
に
努
め
て

い
る
。し
か
し
、我
が
国
の
反
撃
能
力
の
実
効
性
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、相
当
量
の
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
が
必
要
と
な
る

ほ
か
、常
時
継
続
的
な
情
報
収
集
・
警
戒
監
視
・
偵
察

（
I
S
R
）能
力
及
び
情
報
分
析（
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
）能
力

の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。こ
の
際
の
課
題
は
、周
回
衛
星

の
性
能
等
に
加
え
て
観
測
頻
度
と
デ
ー
タ
通
信
の
遅
延
時

間
に
あ
る
。長
射
程
ミ
サ
イ
ル
が
目
標
に
到
達
す
る
ま
で
の

間
、観
測
頻
度
を
上
げ
て
目
標
情
報
を
把
握
し
続
け
る
と
と

も
に
、デ
ー
タ
通
信
の
遅
延
時
間
を
短
縮
す
る
に
は
、通
信

衛
星
間
の
光
通
信
を
可
能
に
す
る
技
術
を
獲
得
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。し
た
が
っ
て
、中
国
大
陸
沿
岸
部
を
含
む
我

が
国
周
辺
を
カ
バ
ー
で
き
る
日
米
共
同
の
衛
星
コ
ン
ス
テ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
を
着
実
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
2
）統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
観
点

　
近
代
戦
の
特
徴
で
あ
る
迅
速
な
作
戦
遂
行
に
対
応
す
べ

く
、各
自
衛
隊
は
セ
ン
サ
ー
・
ト
ゥ・
シ
ュ
ー
タ
ー（
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
入
手
し
た
情
報
を
精
密
誘
導
兵
器
と
の
間
で
共
有
し

要
撃
す
る
シ
ス
テ
ム
）構
想
の
下
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。し
か
し
、現
状
で
は
各
自
衛
隊
に
お
い
て
セ
ン

サ
ー
・
ト
ゥ
・
シ
ュ
ー
タ
ー
を
可
能
に
す
る
装
備
は
限
定
さ

れ
、技
術
的
問
題
や
予
算
上
の
負
担
等
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。こ
の
た
め
、能
力
発
揮
上
の
実
効
性
が
高
い
装
備
や
シ

ス
テ
ム
を
選
択
し
て
優
先
的
に
連
接
す
る
こ
と
、今
後
開
発

す
る
装
備
等
に
つ
い
て
は
、セ
ン
サ
ー
・
ト
ゥ
・
シ
ュ
ー
タ
ー

構
想
を
前
提
に
整
備
す
る
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

（
3
）一
元
的
な
指
揮
統
制（
C
2（Com

m
and and 

Control

））の
観
点

　
迅
速
な
作
戦
遂
行
に
は
、指
揮
統
制
に
お
け
る
意
思
決

定
の
速
度
が
重
要
な
要
素
と
な
る
。我
が
国
が
効
果
的
に

日
本
版
I
A
M
D
を
含
む
領
域
横
断
作
戦
を
遂
行
す
る
に

は
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
統
合
化
と
統
合
C
2
シ
ス
テ
ム
の
実

装
化
は
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。

が
懸
案
と
な
っ
た
。こ
う
し
た
課
題
の
解
決
と
常
時
即
応

態
勢
の
強
化
を
目
的
と
し
た
検
討
が
な
さ
れ
、結
果
と
し

て
、イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
に
代
わ
る
イ
ー
ジ
ス
・
シ
ス
テ
ム

搭
載
艦
整
備
の
閣
議
決
定
、P
A
C-

3
M
S
E
の
導
入

等
と
い
っ
た
具
体
的
な
成
果
が
得
ら
れ
た
。

　
2
0
1
8
年
、30
大
綱
に
お
い
て
登
場
し
た「
総
合
ミ

サ
イ
ル
防
空
」は
、今
年
度
の
防
衛
白
書
に
も
概
要
と
イ

メ
ー
ジ
図
が
掲
載
さ
れ
た
。こ
れ
と
並
び「
B
M
D
整
備

構
想
・
運
用
構
想
」（
イ
メ
ー
ジ
図
）が
記
載
さ
れ
た
が
、

防
空
と
B
M
D
の
一
元
指
揮
・
同
時
運
用
の
姿
や
、不
規

則
軌
道
及
び
極
超
音
速
の
ミ
サ
イ
ル
へ
の
対
処
構
想
が

見
え
て
こ
な
い
   i
。反
撃
能
力
の
主
体
と
な
る
ス
タ
ン
ド
・

オ
フ
防
衛
能
力
と
の
関
連
性
も
曖
昧
で
あ
り
、総
合
ミ
サ

イ
ル
防
空
に
は
限
界
が
あ
る
と
の
不
安
さ
え
生
じ
て
し

ま
う
。

　
総
合
ミ
サ
イ
ル
防
空
能
力
及
び
反
撃
能
力
の
一
体
的
な

強
化
と
、機
動
展
開
能
力
及
び
持
続
性
・
強
靭
性
に
か
か

る
諸
施
策
を
含
め
た
日
本
版
I
A
M
D
構
想
の
早
期
策
定

が
求
め
ら
れ
る
。

　
米
国
の
I
A
M
D（Integrated A

ir M
issile 

D
efense

）構
想
は
、敵
の
策
源
地
に
対
す
る
攻
撃
に

よ
っ
て
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
等
を
未
然
に
阻
止
す
る
作
戦
と
、

敵
の
航
空
機
や
ミ
サ
イ
ル
を
撃
破
す
る
防
空
や
B
M
D
等

港
や
港
湾
等
を
有
効
に
維
持
活
用
す
る
た
め
に
、特
定
公

共
施
設
等
利
用
法
が
発
動
で
き
る
事
態
を
拡
大
し
、事
前

の
物
資
等
の
集
積
、訓
練
等
が
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

（
4
）部
隊
の
展
開
及
び
防
護
等
の
観
点

　
防
勢
作
戦
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
自
衛
隊
は
、ミ
サ
イ
ル

飽
和
攻
撃
等
に
よ
り
一
部
戦
力
に
損
害
が
生
じ
た
場
合

で
も
、残
存
戦
力
の
再
編
等
を
実
施
し
て
、粘
り
強
く
戦

闘
を
継
続
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
1
）効
果
的
な
反
撃
の
観
点

　
米
軍
が
実
施
す
る
攻
撃
作
戦
と
の「
同
調
」が
極
め
て

重
要
と
な
る
。「
同
調
」は
、日
米
が
反
撃（
攻
撃
）の
成

果
を
得
る
た
め
に
、米
軍
のA

ir Taskin
g C

ycle

（
A
T
サ
イ
ク
ル
）に
基
づ
く
指
揮
統
制
活
動
を
通
じ
て

密
接
な
連
携
を
図
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、こ
の

A
T
サ
イ
ク
ル
に
習
熟
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
2
）共
同
C
2
の
観
点

　
中
国
の
A
2
／
A
D
脅
威
が
高
ま
る
中
、最
大
の
課
題

i 防衛省『令和4年度日本の防衛－防衛白書－』2022年7月、251-252頁  
ii Department of Air Force, Agile Combat Employment （ACE）,
Air Force Doctrine Note 1-21,1 December,2021

と
考
え
ら
れ
る
の
が
日
米
共
同
C
2
の
確
立
で
あ
る
。米

軍
に
先
ん
じ
て
自
衛
隊
内
に
お
け
る
C
2
の
統
合
化
を

実
現
さ
せ
、同
盟
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
内
の
共
同
運
用
調
整

所
の
機
能
を
活
用
し
て
、日
米
共
同
C
2
の
早
期
確
立
を

目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

（
3
）継
戦
基
盤
の
観
点

　

日
米
が
共
同
で
I
A
M
D
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

消
極
防
御
に
該
当
す
る
作
戦
・
後
方
基
盤
の
構
築
及

び
維
持
が
極
め
て
重
要
に
な
る
。昨
年
、米
空
軍
の
ド

ク
ト
リ
ン
『
迅
速
な
戦
闘
展
開
（A

g
ile C

o
m
b
at 

Em
ploym

ent:

A
C
E
）ド
ク
ト
リ
ン
』   ii
が
発
表
さ

れ
た
。米
軍
が
中
国
の
A
2
／
A
D
脅
威
下
に
お
い
て

も
、航
空
戦
力
の
特
性
を
最
大
限
発
揮
し
、柔
軟
な
分

散
、機
動
運
用
に
よ
り
戦
力
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、統

合
全
領
域
作
戦
の
中
核
と
な
る
航
空
作
戦
を
継
続
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
A
C
E
を
日
米
が
共
同
で
実
行
す
る
こ
と
は
、戦
力
の

損
耗
を
局
限
し
日
米
の
戦
力
発
揮
に
寄
与
す
る
こ
と
か

ら
、我
が
国
と
し
て
は
、特
に
、南
西
域
に
お
け
る
民
間
空

　
米
国
防
省
が
公
表
す
る「
中
国
の
軍
事
力
に
関
す
る
年

次
報
告
」に
お
い
て
、人
民
解
放
軍
・
ロ
ケ
ッ
ト
軍
が
保
有

す
る
多
様
な
地
上
発
射
型
ミ
サ
イ
ル（
通
常
弾
頭
、核
弾

頭
）が
射
程
等
に
応
じ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ロ
ケ
ッ
ト
軍
の
通
常
ミ
サ
イ
ル
戦
力
を
射
程
別
に
表
示
す

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

●
短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル（
S
R
B
M
）

　
・
C
S
S-

6（
Ｄ
Ｆ-

15
）: 

射
程
7
2
5-

8
5
0
km

　
・
C
S
S-

7（
Ｄ
Ｆ-

11
）: 

射
程
6
0
0
km

　
・
C
S
S-

11（
Ｄ
Ｆ-

16
）: 

射
程
7
0
0
km
以
上

●
準
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル（
M
R
B
M
）

　
・
C
S
S-

5 

（
Ｄ
Ｆ-

21
）: 

射
程
約
1
，5
0
0
km
の

対
地
攻
撃
・
対
艦
派
生
型

　
・
極
超
音
速
滑
空
体
能
力
を
備
え
た
Ｄ
Ｆ-

17

●
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル（
I
R
B
M
）

　
・
Ｄ
Ｆ-

26
: 

射
程
約
3
，0
0
0
km

●
地
上
発
射
型
巡
航
ミ
サ
イ
ル（
G
L
C
M
）

　
・
Ｃ
Ｊ-

10 

（
D
H
10
）: 

射
程
約
1
，5
0
0
km

　
・
Ｃ
Ｊ-

1
0
0 

（
Ｄ
Ｆ-

1
0
0
）
: 

射
程
約

2
，0
0
0
km

　
図
1
が
示
す
通
り
、S
R
B
M
は
ほ
ぼ
日
本
の
南
西
諸

島
全
域
と
九
州
の
一
部
の
地
上
目
標（
航
空
基
地
や
レ
ー

ダ
ー
サ
イ
ト
な
ど
の
固
定
目
標
）に
対
す
る
精
密
攻
撃
能
力

を
有
し
て
い
る
。通
常
弾
頭
搭
載
の
C
S
S-

5
M
o
d

（
Ｄ
Ｆ-

21
D
）対
艦
弾
道
ミ
サ
イ
ル（
A
S
B
M
）の
派
生

型
は
、西
太
平
洋
上（
概
ね
第
1
列
島
線
と
第
2
列
島
線
の

中
間
付
近
）の
空
母
を
含
む
艦
艇
に
対
し
て
、中
国
本
土
か

ら
長
距
離
精
密
打
撃
が
可
能
で
あ
る
。ま
た
、I
R
B
M
の

Ｄ
Ｆ-

26
に
つ
い
て
は
2
0
1
6
年
に
初
め
て
配
備
さ
れ
た

が
、中
国
か
ら「
第
２
列
島
線
」内
の
グ
ア
ム
に
至
る
ま
で
の

準
精
密
打
撃（near precision strike

）の
能
力
を

備
え
た
、核
弾
頭
搭
載
及
び
通
常
弾
頭
搭
載
の
路
上
移
動

式
の
I
R
B
M
で
あ
り
、保
有
数
が
増
大
し
続
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
米
軍
の
航
空
戦
力
や

海
上
戦
力（
特
に
空
母
打
撃
群
）に
対
す
る
強
力
な
A
2
／

A
D
能
力
を
形
成
し
て
い
る
。

　
ま
た
ロ
ケ
ッ
ト
軍
は
、従
来
の
固
定
式
に
加
え
、残
存
性

の
高
い
移
動
式（
列
車
移
動
式
を
含
む
）の
I
C
B
M
の
開

発
を
進
め
る
と
共
に
I
C
B
M
配
備
の
サ
イ
ロ
を
分
散
・
増

強
す
る
な
ど
、「
核
の
三
本
柱（
ト
ラ
イ
ア
ド
）」の
地
上
配

備
型
の
構
成
要
素
を
強
化
し
つ
つ
あ
り
、「
核
の
先
制
不
使

用
」か
ら
パ
リ
テ
ィ
の
核
抑
止
戦
略
へ
転
換
を
目
指
し
て
い

る
と
の
評
価
も
あ
る
。

●
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル（
I
C
B
M
）: 

図
2
を
参
照

　
・
C
S
S-

3（
Ｄ
Ｆ-

4
）、C
S
S-

4
・
M
o
d
2

（
Ｄ
Ｆ-

5
A
）、M
o
d
3（
Ｄ
Ｆ-

5
B
）: 

固
定
式

　
・
C
S
S-

10
・
M
o
d
1
、C
S
S-

10
・
M
o
d
2

（
Ｄ
Ｆ-

31
A
）: 

移
動
式

　
・
Ｄ
Ｆ-

41
: 

固
定
式
及
び
移
動
式
の
可
能
性
あ
り

　
な
お
、人
民
解
放
軍
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル（
I
C
B
M（
大

陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
）、I
R
B
M（
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ

国
が
今
後
の
防
衛
力
整
備
上
の
重
要
事
項
と
し
て
い
る
能

力
、機
能
等
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
の
が
、図
4
に
示
す
日
本

版
I
A
M
D
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　
な
お
、色
分
け
の
比
率
に
意
味
は
な
く
、単
純
に
3
つ
に

カ
テ
ゴ
リ
ー
分
け
し
た
も
の
で
あ
る
。

   

な
ど
の
積
極
防
衛
、③
偽
装
や
抗
た
ん
化
な
ど
に
よ
っ
て
被

害
局
限
す
る
た
め
の
消
極
防
衛
ー
の
大
き
く
3
つ
に
区
分

さ
れ
る
」と
あ
る
。

　
米
軍
I
A
M
D
に
関
す
る
こ
れ
ら
3
つ
の
区
分
に
、我
が

ル
）、M
R
B
M（
準
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
）、S
R
B
M

（
短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
）、G
L
C
M（
地
上
発
射
型
巡

航
ミ
サ
イ
ル
））の
う
ち
、推
定
射
程
区
分
に
応
じ
た
ミ
サ

イ
ル
及
び
ラ
ン
チ
ャ
ー
の
保
有
量
は
、図
3
に
示
す
通
り
と

さ
れ
る
。2
0
1
9
年
ま
で
米
露
間
の
中
距
離
核
戦
力

（
I
N
F
）全
廃
条
約
の
制
限
下
で
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
戦
力

を（
通
常
弾
頭
型
を
含
め
て
）一
切
保
有
し
て
こ
な
か
っ
た

米
国
と
の
間
に
深
刻
な
ミ
サ
イ
ル
打
撃
能
力
の
ギ
ャ
ッ
プ
が

生
じ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、中
国
の
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
能
力
の
増
強
は
継
続

し
て
お
り
、ギ
ャ
ッ
プ
は
拡
大
傾
向
に
あ
る
。こ
の
中
距
離

ミ
サ
イ
ル
能
力
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、米
国
の
同
盟
国
に
対
す
る

核
の
拡
大
抑
止
に
お
い
て
、デ
ィ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
懸
念
を

惹
起
さ
せ
、不
安
定
要
因
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
米
国
の
I
A
M
D
構
想
に
つ
い
て
は
、防
衛
研
究
所
紀
要

に
掲
載
さ
れ
た
有
江
・
山
口
論
文
に
よ
る
と
、「
①
敵
の
策

源
地
に
対
す
る
攻
撃
作
戦
、②
防
空
作
戦
や
ミ
サ
イ
ル
防
衛

P
A
R
T
4

日
米
共
同
で
I
A
M
D
を

有
効
に
運
用
す
る
た
め
の
提
言

⑴
中
国
が
保
有
す
る
ミ
サ
イ
ル

0
2
9

0
2
8

略
論  

第
一
章　

ミ
サ
イ
ル
防
衛
と﹁
反
撃
能
力
﹂の
一
体
化﹁
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
﹂を
論
ず
︒

基
礎
知
識  

第
一
章　

ミ
サ
イ
ル
防
衛
と﹁
反
撃
能
力
﹂の
一
体
化﹁
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
﹂を
論
ず
︒



※

こ
の
略
論
は
、昨
年
９
月
に
寄
稿
さ
れ
た
本
論（
32
頁
〜

38
頁
）に
基
づ
く
も
の
で
す
。

　
1
9
9
8
年
8
月
末
、北
朝
鮮
が
テ
ポ
ド
ン
1
号
と
推

定
さ
れ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
、日
本
列
島
上
空
を

通
過
し
て
三
陸
沖
太
平
洋
に
着
弾
す
る
事
案
が
生
起
し
た
。

北
朝
鮮
の
我
が
国
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
技

術
を
獲
得
し
た
事
実
と
対
処
手
段
の
欠
如
に
防
衛
関
係
者

は
震
撼
さ
せ
ら
れ
た
。そ
の
後
、主
対
象
を
北
朝
鮮
の
弾
道

ミ
サ
イ
ル
脅
威
と
し
た
B
M
D
体
制
の
構
築
は
、既
存
の

陸
海
空
自
衛
隊
の
防
空
能
力
を
拡
充
し
つ
つ
将
来
的
に
統

合
化
を
追
求
す
る
と
い
う
整
備
方
針
の
も
と
、段
階
的
に

進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
2
0
1
6
年
以
降
、多
種
の
ミ
サ
イ
ル
が
多
様
な
運
用

方
式
で
予
告
な
く
発
射
さ
れ
、常
時
警
戒
待
機
に
あ
た
る

部
隊
の
負
担
は
重
く
、作
戦
遂
行
能
力
へ
の
多
大
な
影
響

の
積
極
防
衛
、さ
ら
に
は
敵
の
攻
撃
か
ら
戦
力
を
保
全
す

る
と
と
も
に
作
戦
基
盤
を
防
護
す
る
消
極
防
衛
を
総
合
的

に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、多
種
多
様
化
す
る
経
空
脅
威

に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
I
A
M
D
構
想
が
我
が
国
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る
理
由

は
、次
の
三
つ
で
あ
る
。①
敵
の
策
源
地
に
対
す
る
攻
勢
・

防
勢
的
作
戦
に
一
体
性
が
あ
る
こ
と
、②
従
来
の
防
空
作

戦
と
B
M
D
対
処
の
一
元
・
同
時
実
施
を
作
戦
運
用
の
基

本
と
し
て
い
る
こ
と
、③
部
隊
の
機
動
展
開
能
力
、作
戦
・

後
方
基
盤
の
確
保
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（
1
）キ
ル・
チ
ェ
ー
ン
を
断
つ
た
め
の
反
撃
力
の
観
点

　
現
在
、我
が
国
は
敵
の
攻
撃
を
効
果
的
に
阻
止
す
る
必

要
性
か
ら
、ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
の
強
化
に
努
め
て

い
る
。し
か
し
、我
が
国
の
反
撃
能
力
の
実
効
性
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、相
当
量
の
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
が
必
要
と
な
る

ほ
か
、常
時
継
続
的
な
情
報
収
集
・
警
戒
監
視
・
偵
察

（
I
S
R
）能
力
及
び
情
報
分
析（
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
）能
力

の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。こ
の
際
の
課
題
は
、周
回
衛
星

の
性
能
等
に
加
え
て
観
測
頻
度
と
デ
ー
タ
通
信
の
遅
延
時

間
に
あ
る
。長
射
程
ミ
サ
イ
ル
が
目
標
に
到
達
す
る
ま
で
の

間
、観
測
頻
度
を
上
げ
て
目
標
情
報
を
把
握
し
続
け
る
と
と

も
に
、デ
ー
タ
通
信
の
遅
延
時
間
を
短
縮
す
る
に
は
、通
信

衛
星
間
の
光
通
信
を
可
能
に
す
る
技
術
を
獲
得
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。し
た
が
っ
て
、中
国
大
陸
沿
岸
部
を
含
む
我

が
国
周
辺
を
カ
バ
ー
で
き
る
日
米
共
同
の
衛
星
コ
ン
ス
テ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
を
着
実
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
2
）統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
観
点

　
近
代
戦
の
特
徴
で
あ
る
迅
速
な
作
戦
遂
行
に
対
応
す
べ

く
、各
自
衛
隊
は
セ
ン
サ
ー
・
ト
ゥ・
シ
ュ
ー
タ
ー（
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
入
手
し
た
情
報
を
精
密
誘
導
兵
器
と
の
間
で
共
有
し

要
撃
す
る
シ
ス
テ
ム
）構
想
の
下
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。し
か
し
、現
状
で
は
各
自
衛
隊
に
お
い
て
セ
ン

サ
ー
・
ト
ゥ
・
シ
ュ
ー
タ
ー
を
可
能
に
す
る
装
備
は
限
定
さ

れ
、技
術
的
問
題
や
予
算
上
の
負
担
等
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。こ
の
た
め
、能
力
発
揮
上
の
実
効
性
が
高
い
装
備
や
シ

ス
テ
ム
を
選
択
し
て
優
先
的
に
連
接
す
る
こ
と
、今
後
開
発

す
る
装
備
等
に
つ
い
て
は
、セ
ン
サ
ー
・
ト
ゥ
・
シ
ュ
ー
タ
ー

構
想
を
前
提
に
整
備
す
る
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

（
3
）一
元
的
な
指
揮
統
制（
C
2（Com

m
and and 

Control

））の
観
点

　
迅
速
な
作
戦
遂
行
に
は
、指
揮
統
制
に
お
け
る
意
思
決

定
の
速
度
が
重
要
な
要
素
と
な
る
。我
が
国
が
効
果
的
に

日
本
版
I
A
M
D
を
含
む
領
域
横
断
作
戦
を
遂
行
す
る
に

は
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
統
合
化
と
統
合
C
2
シ
ス
テ
ム
の
実

装
化
は
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。

が
懸
案
と
な
っ
た
。こ
う
し
た
課
題
の
解
決
と
常
時
即
応

態
勢
の
強
化
を
目
的
と
し
た
検
討
が
な
さ
れ
、結
果
と
し

て
、イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
に
代
わ
る
イ
ー
ジ
ス
・
シ
ス
テ
ム

搭
載
艦
整
備
の
閣
議
決
定
、P
A
C-

3
M
S
E
の
導
入

等
と
い
っ
た
具
体
的
な
成
果
が
得
ら
れ
た
。

　
2
0
1
8
年
、30
大
綱
に
お
い
て
登
場
し
た「
総
合
ミ

サ
イ
ル
防
空
」は
、今
年
度
の
防
衛
白
書
に
も
概
要
と
イ

メ
ー
ジ
図
が
掲
載
さ
れ
た
。こ
れ
と
並
び「
B
M
D
整
備

構
想
・
運
用
構
想
」（
イ
メ
ー
ジ
図
）が
記
載
さ
れ
た
が
、

防
空
と
B
M
D
の
一
元
指
揮
・
同
時
運
用
の
姿
や
、不
規

則
軌
道
及
び
極
超
音
速
の
ミ
サ
イ
ル
へ
の
対
処
構
想
が

見
え
て
こ
な
い
   i
。反
撃
能
力
の
主
体
と
な
る
ス
タ
ン
ド
・

オ
フ
防
衛
能
力
と
の
関
連
性
も
曖
昧
で
あ
り
、総
合
ミ
サ

イ
ル
防
空
に
は
限
界
が
あ
る
と
の
不
安
さ
え
生
じ
て
し

ま
う
。

　
総
合
ミ
サ
イ
ル
防
空
能
力
及
び
反
撃
能
力
の
一
体
的
な

強
化
と
、機
動
展
開
能
力
及
び
持
続
性
・
強
靭
性
に
か
か

る
諸
施
策
を
含
め
た
日
本
版
I
A
M
D
構
想
の
早
期
策
定

が
求
め
ら
れ
る
。

　
米
国
の
I
A
M
D（Integrated A

ir M
issile 

D
efense

）構
想
は
、敵
の
策
源
地
に
対
す
る
攻
撃
に

よ
っ
て
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
等
を
未
然
に
阻
止
す
る
作
戦
と
、

敵
の
航
空
機
や
ミ
サ
イ
ル
を
撃
破
す
る
防
空
や
B
M
D
等

港
や
港
湾
等
を
有
効
に
維
持
活
用
す
る
た
め
に
、特
定
公

共
施
設
等
利
用
法
が
発
動
で
き
る
事
態
を
拡
大
し
、事
前

の
物
資
等
の
集
積
、訓
練
等
が
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

（
4
）部
隊
の
展
開
及
び
防
護
等
の
観
点

　
防
勢
作
戦
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
自
衛
隊
は
、ミ
サ
イ
ル

飽
和
攻
撃
等
に
よ
り
一
部
戦
力
に
損
害
が
生
じ
た
場
合

で
も
、残
存
戦
力
の
再
編
等
を
実
施
し
て
、粘
り
強
く
戦

闘
を
継
続
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
1
）効
果
的
な
反
撃
の
観
点

　
米
軍
が
実
施
す
る
攻
撃
作
戦
と
の「
同
調
」が
極
め
て

重
要
と
な
る
。「
同
調
」は
、日
米
が
反
撃（
攻
撃
）の
成

果
を
得
る
た
め
に
、米
軍
のA

ir Taskin
g C

ycle

（
A
T
サ
イ
ク
ル
）に
基
づ
く
指
揮
統
制
活
動
を
通
じ
て

密
接
な
連
携
を
図
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、こ
の

A
T
サ
イ
ク
ル
に
習
熟
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
2
）共
同
C
2
の
観
点

　
中
国
の
A
2
／
A
D
脅
威
が
高
ま
る
中
、最
大
の
課
題

と
考
え
ら
れ
る
の
が
日
米
共
同
C
2
の
確
立
で
あ
る
。米

軍
に
先
ん
じ
て
自
衛
隊
内
に
お
け
る
C
2
の
統
合
化
を

実
現
さ
せ
、同
盟
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
内
の
共
同
運
用
調
整

所
の
機
能
を
活
用
し
て
、日
米
共
同
C
2
の
早
期
確
立
を

目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

（
3
）継
戦
基
盤
の
観
点

　

日
米
が
共
同
で
I
A
M
D
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

消
極
防
御
に
該
当
す
る
作
戦
・
後
方
基
盤
の
構
築
及

び
維
持
が
極
め
て
重
要
に
な
る
。昨
年
、米
空
軍
の
ド

ク
ト
リ
ン
『
迅
速
な
戦
闘
展
開
（A

g
ile C

o
m
b
at 

Em
ploym

ent:

A
C
E
）ド
ク
ト
リ
ン
』   ii
が
発
表
さ

れ
た
。米
軍
が
中
国
の
A
2
／
A
D
脅
威
下
に
お
い
て

も
、航
空
戦
力
の
特
性
を
最
大
限
発
揮
し
、柔
軟
な
分

散
、機
動
運
用
に
よ
り
戦
力
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、統

合
全
領
域
作
戦
の
中
核
と
な
る
航
空
作
戦
を
継
続
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
A
C
E
を
日
米
が
共
同
で
実
行
す
る
こ
と
は
、戦
力
の

損
耗
を
局
限
し
日
米
の
戦
力
発
揮
に
寄
与
す
る
こ
と
か

ら
、我
が
国
と
し
て
は
、特
に
、南
西
域
に
お
け
る
民
間
空

　
米
国
防
省
が
公
表
す
る「
中
国
の
軍
事
力
に
関
す
る
年

次
報
告
」に
お
い
て
、人
民
解
放
軍
・
ロ
ケ
ッ
ト
軍
が
保
有

す
る
多
様
な
地
上
発
射
型
ミ
サ
イ
ル（
通
常
弾
頭
、核
弾

頭
）が
射
程
等
に
応
じ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ロ
ケ
ッ
ト
軍
の
通
常
ミ
サ
イ
ル
戦
力
を
射
程
別
に
表
示
す

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

●
短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル（
S
R
B
M
）

　
・
C
S
S-

6（
Ｄ
Ｆ-

15
）: 

射
程
7
2
5-

8
5
0
km

　
・
C
S
S-

7（
Ｄ
Ｆ-

11
）: 

射
程
6
0
0
km

　
・
C
S
S-

11（
Ｄ
Ｆ-

16
）: 

射
程
7
0
0
km
以
上

●
準
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル（
M
R
B
M
）

　
・
C
S
S-

5 

（
Ｄ
Ｆ-

21
）: 

射
程
約
1
，5
0
0
km
の

対
地
攻
撃
・
対
艦
派
生
型

　
・
極
超
音
速
滑
空
体
能
力
を
備
え
た
Ｄ
Ｆ-

17

●
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル（
I
R
B
M
）

　
・
Ｄ
Ｆ-

26
: 

射
程
約
3
，0
0
0
km

●
地
上
発
射
型
巡
航
ミ
サ
イ
ル（
G
L
C
M
）

　
・
Ｃ
Ｊ-

10 

（
D
H
10
）: 

射
程
約
1
，5
0
0
km

　
・
Ｃ
Ｊ-

1
0
0 

（
Ｄ
Ｆ-

1
0
0
）
: 

射
程
約

2
，0
0
0
km

　
図
1
が
示
す
通
り
、S
R
B
M
は
ほ
ぼ
日
本
の
南
西
諸

島
全
域
と
九
州
の
一
部
の
地
上
目
標（
航
空
基
地
や
レ
ー

ダ
ー
サ
イ
ト
な
ど
の
固
定
目
標
）に
対
す
る
精
密
攻
撃
能
力

を
有
し
て
い
る
。通
常
弾
頭
搭
載
の
C
S
S-

5
M
o
d

（
Ｄ
Ｆ-

21
D
）対
艦
弾
道
ミ
サ
イ
ル（
A
S
B
M
）の
派
生

型
は
、西
太
平
洋
上（
概
ね
第
1
列
島
線
と
第
2
列
島
線
の

中
間
付
近
）の
空
母
を
含
む
艦
艇
に
対
し
て
、中
国
本
土
か

ら
長
距
離
精
密
打
撃
が
可
能
で
あ
る
。ま
た
、I
R
B
M
の

Ｄ
Ｆ-

26
に
つ
い
て
は
2
0
1
6
年
に
初
め
て
配
備
さ
れ
た

が
、中
国
か
ら「
第
２
列
島
線
」内
の
グ
ア
ム
に
至
る
ま
で
の

準
精
密
打
撃（near precision strike

）の
能
力
を

備
え
た
、核
弾
頭
搭
載
及
び
通
常
弾
頭
搭
載
の
路
上
移
動

式
の
I
R
B
M
で
あ
り
、保
有
数
が
増
大
し
続
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
米
軍
の
航
空
戦
力
や

海
上
戦
力（
特
に
空
母
打
撃
群
）に
対
す
る
強
力
な
A
2
／

A
D
能
力
を
形
成
し
て
い
る
。

　
ま
た
ロ
ケ
ッ
ト
軍
は
、従
来
の
固
定
式
に
加
え
、残
存
性

の
高
い
移
動
式（
列
車
移
動
式
を
含
む
）の
I
C
B
M
の
開

発
を
進
め
る
と
共
に
I
C
B
M
配
備
の
サ
イ
ロ
を
分
散
・
増

強
す
る
な
ど
、「
核
の
三
本
柱（
ト
ラ
イ
ア
ド
）」の
地
上
配

備
型
の
構
成
要
素
を
強
化
し
つ
つ
あ
り
、「
核
の
先
制
不
使

用
」か
ら
パ
リ
テ
ィ
の
核
抑
止
戦
略
へ
転
換
を
目
指
し
て
い

る
と
の
評
価
も
あ
る
。

●
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル（
I
C
B
M
）: 

図
2
を
参
照

　
・
C
S
S-

3（
Ｄ
Ｆ-

4
）、C
S
S-

4
・
M
o
d
2

（
Ｄ
Ｆ-

5
A
）、M
o
d
3（
Ｄ
Ｆ-

5
B
）: 

固
定
式

　
・
C
S
S-

10
・
M
o
d
1
、C
S
S-

10
・
M
o
d
2

（
Ｄ
Ｆ-

31
A
）: 

移
動
式

　
・
Ｄ
Ｆ-

41
: 

固
定
式
及
び
移
動
式
の
可
能
性
あ
り

　
な
お
、人
民
解
放
軍
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル（
I
C
B
M（
大

陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
）、I
R
B
M（
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ

国
が
今
後
の
防
衛
力
整
備
上
の
重
要
事
項
と
し
て
い
る
能

力
、機
能
等
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
の
が
、図
4
に
示
す
日
本

版
I
A
M
D
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　
な
お
、色
分
け
の
比
率
に
意
味
は
な
く
、単
純
に
3
つ
に

カ
テ
ゴ
リ
ー
分
け
し
た
も
の
で
あ
る
。

   

な
ど
の
積
極
防
衛
、③
偽
装
や
抗
た
ん
化
な
ど
に
よ
っ
て
被

害
局
限
す
る
た
め
の
消
極
防
衛
ー
の
大
き
く
3
つ
に
区
分

さ
れ
る
」と
あ
る
。

　
米
軍
I
A
M
D
に
関
す
る
こ
れ
ら
3
つ
の
区
分
に
、我
が

ル
）、M
R
B
M（
準
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
）、S
R
B
M

（
短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
）、G
L
C
M（
地
上
発
射
型
巡

航
ミ
サ
イ
ル
））の
う
ち
、推
定
射
程
区
分
に
応
じ
た
ミ
サ

イ
ル
及
び
ラ
ン
チ
ャ
ー
の
保
有
量
は
、図
3
に
示
す
通
り
と

さ
れ
る
。2
0
1
9
年
ま
で
米
露
間
の
中
距
離
核
戦
力

（
I
N
F
）全
廃
条
約
の
制
限
下
で
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
戦
力

を（
通
常
弾
頭
型
を
含
め
て
）一
切
保
有
し
て
こ
な
か
っ
た

米
国
と
の
間
に
深
刻
な
ミ
サ
イ
ル
打
撃
能
力
の
ギ
ャ
ッ
プ
が

生
じ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、中
国
の
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
能
力
の
増
強
は
継
続

し
て
お
り
、ギ
ャ
ッ
プ
は
拡
大
傾
向
に
あ
る
。こ
の
中
距
離

ミ
サ
イ
ル
能
力
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、米
国
の
同
盟
国
に
対
す
る

核
の
拡
大
抑
止
に
お
い
て
、デ
ィ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
懸
念
を

惹
起
さ
せ
、不
安
定
要
因
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
米
国
の
I
A
M
D
構
想
に
つ
い
て
は
、防
衛
研
究
所
紀
要

に
掲
載
さ
れ
た
有
江
・
山
口
論
文
に
よ
る
と
、「
①
敵
の
策

源
地
に
対
す
る
攻
撃
作
戦
、②
防
空
作
戦
や
ミ
サ
イ
ル
防
衛

⑵
米
国
の
I
A
M
D
構
想
と

日
本
版
I
A
M
D
の
イ
メ
ー
ジ

（図2） Nuclear Ballistic Missiles
Military and Security Developments involving the People’s Republic of China 2021, p.63

（図１） Conventional Strike
Military and Security Developments involving the People’s Republic of China 2021, p.62

Military and Security Developments involving the People’s Republic of China 2021, p.163

（図3） China’s Rocket Force

（図4） 日本版IAMDのイメージ

有江浩一、山口尚彦「米国にお
けるIAMD（統合防空ミサイル
防衛）に関する取組み」防衛
研究所紀要第 2 0巻第 1号
(2017年12月)
防衛省「令和４年度日本の防衛
－防衛白書－」2022年7月

System Launchers Missiles Estimated Range 

ICBM 100 150 >5,500km 

IRBM 200 300 3,000-5,500km 

MRBM 250 600 1,000-3,000km 

SRBM 250 1000 300-1,000km 

GLCM 100 300 >1,500km 
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︒
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3
0



を
及
ぼ
す
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
の
発
射
を
繰
り
返
す
こ
と

が
常
態
化
す
る
と
、日
中
両
国
間
の
緊
張
度
が
増
す
ば

か
り
で
な
く
、台
湾
海
峡
危
機
の
蓋
然
性
も
高
め
る
こ
と

に
な
る
。ひ
い
て
は
我
が
国
有
事
に
発
展
す
る
こ
と
が
十

分
予
期
さ
れ
る
。そ
の
場
合
に
は
、圧
倒
的
と
も
い
え
る

中
国
の
経
空
脅
威
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態

が
現
実
の
も
の
と
な
り
か
ね
な
い
。

　

従
来
の
発
想
に
捉
わ
れ
ず
我
が
国
が
日
本
版

I
A
M
D
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、日
米
が
共
同
で

I
A
M
D
体
制
の
強
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、冷
戦
後

の
米
国
の
核
戦
略
の
新
た
な
三
本
柱（
核
・
非
核
の
攻
撃

力
、ミ
サ
イ
ル
防
衛
、核
に
関
す
る
産
業
基
盤
）に
関
与
、

貢
献
す
る
こ
と
で
あ
り
、米
国
の
拡
大
抑
止
の
実
効
性
を

担
保
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
。ま
た
、中
国
に
よ
る
ミ
サ

イ
ル
飽
和
攻
撃
等
に
有
効
な
手
段
と
し
て
、日
米
共
同
の

I
A
M
D
能
力
を
確
保
す
る
こ
と
は
、グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
事

態
に
お
い
て
中
国
が
事
態
拡
大
の
支
配
権
を
握
る
こ
と

を
妨
げ
る
こ
と
と
な
り
、事
態
拡
大
を
抑
止
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
   vii
。

　
ま
ず
は
、今
年
末
に
予
定
さ
れ
る
戦
略
三
文
書
の
見

　

冷
戦
終
結
後
、大
量
破
壊
兵
器
と
そ
の
運
搬
手
段
と

な
り
得
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
技
術
の
拡
散
が
安
全
保
障
上

の
懸
念
と
さ
れ
る
中
、防
衛
庁
が
B
M
D
研
究
に
着
手

し
た
の
は
1
9
9
5
年
で
あ
っ
た
。1
9
9
8
年
8
月

末
、北
朝
鮮
が
テ
ポ
ド
ン
1
号
と
推
定
さ
れ
る
弾
道
ミ

サ
イ
ル
を
発
射
し
、日
本
列
島
上
空
を
通
過
し
て
三
陸

沖
太
平
洋
に
着
弾
す
る
事
案
が
生
起
し
た
。北
朝
鮮
が

我
が
国
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
技
術
を
手

に
入
れ
た
事
実
に
加
え
て
、検
討
中
と
は
い
え
対
処
す

る
手
段
を
何
ら
有
し
て
い
な
い
こ
と
に
防
衛
関
係
者
は

震
撼
さ
せ
ら
れ
た
。そ
の
後
、米
国
の
協
力
を
得
な
が
ら

B
M
D
体
制
の
構
築
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

主
対
象
は
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
で
あ
っ
た
。

　
当
時
の
我
が
国
に
お
け
る
B
M
D
体
制
の
整
備
方
針
は
、

航
空
機
等
へ
の
対
処
機
能
に
、弾
道
ミ
サ
イ
ル
へ
の
対
処

機
能
を
付
加
し
、防
空
能
力
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
あ
っ

た
。要
す
る
に
、B
M
D
専
用
の
装
備
や
部
隊
を
整
備
す

る
の
で
は
な
く
、既
存
の
陸
海
空
自
衛
隊
の
防
空
能
力
を

拡
充
し
つ
つ
、将
来
的
に
統
合
化
を
追
求
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。シ
ス
テ
ム
全
体
を
整
備
す
る
莫
大
な
経
費
の

点
か
ら
費
用
対
効
果
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
が
、国
民
の

生
命
を
守
る
た
め
に
不
作
為
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
、拒

否
的
抑
止
の
一
環
と
し
て
B
M
D
が
段
階
的
に
整
備
さ
れ

て
い
っ
た
。実
際
に
は
、B
M
D
体
制
整
備
は
2
0
0
4

年
か
ら
開
始
さ
れ
、イ
ー
ジ
ス
艦
搭
載
S
M-

3
ミ
サ
イ
ル

が
上
層
で
、ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
P
A
C-

3
が
下
層
で
迎
撃
す

る
多
層
防
衛
体
制
を
構
築
し
た
。

　

2
0
1
6
年
以
降
、多
種
の
ミ
サ
イ
ル
が
多
様
な
運

用
方
式
で
予
告
な
く
発
射
さ
れ
る
た
め
、常
時
、警
戒
待

機
に
あ
た
る
イ
ー
ジ
ス
艦
、P
A
C-

3
部
隊
の
人
員
・

装
備
に
か
か
る
負
担
は
重
く
、要
員
養
成
の
遅
滞
や
練

成
訓
練
時
間
の
減
少
等
に
よ
っ
て
、部
隊
の
作
戦
遂
行

能
力
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
案
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
課
題
の
解
決
と
常
時
即
応
態
勢
の
強
化
を

目
的
に
、B
M
D
能
力
の
向
上
策
の
研
究
及
び
自
衛
隊

に
お
け
る
防
空
と
B
M
D
の
統
合
の
在
り
方
検
討
が
実

施
さ
れ
た
。そ
の
結
果
と
し
て
、イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
に

代
わ
る
イ
ー
ジ
ス
・
シ
ス
テ
ム
搭
載
艦
整
備
の
閣
議
決
定
、

P
A
C-

3
M
S
E
の
導
入
等
と
い
っ
た
具
体
的
な
成
果

が
得
ら
れ
た
。他
方
、防
空
と
B
M
D
の
統
合
化
に
関
す

る
最
終
的
な
方
向
性
は
、い
ま
だ
に
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
2
0
1
8
年
、30
大
綱
に
お
い
て「
総
合
ミ
サ
イ
ル
防

空
」と
い
う
用
語
が
初
め
て
登
場
し
、今
年
度
の
防
衛
白

書
に
も
概
要
と
イ
メ
ー
ジ
図
が
掲
載
さ
れ
た
。そ
の
中
に

弾
道
ミ
サ
イ
ル
自
体
は
脅
威
対
象
と
し
て
包
含
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、こ
の
イ
メ
ー
ジ
図
と
並
ん
で「
B
M
D
整
備
構

想
・
運
用
構
想
」（
イ
メ
ー
ジ
図
）が
記
載
さ
れ
て
い
る
   i
。

こ
の
2
つ
の
イ
メ
ー
ジ
図
か
ら
は
、防
空
と
B
M
D
の
一

元
指
揮
・
同
時
運
用
の
姿
が
は
っ
き
り
し
な
い
上
に
、先

述
の
不
規
則
軌
道
及
び
極
超
音
速
の
ミ
サ
イ
ル
へ
の
対
処

構
想
も
見
え
て
こ
な
い
。さ
ら
に
反
撃
能
力
の
主
体
と

な
っ
て
い
る
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
と
の
関
連
性
が

曖
昧
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
か
ね
な
い
。む
し
ろ
現
下
の
経

空
脅
威
に
対
処
す
る
に
あ
た
り
、総
合
ミ
サ
イ
ル
防
空
で

は
限
界
が
あ
る
と
の
不
安
さ
え
生
じ
て
し
ま
う
。

　
こ
の
疑
念
を
払
拭
さ
せ
、我
が
国
全
土
に
お
け
る
防

護
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
、総
合
ミ
サ
イ
ル
防
空

能
力
及
び
反
撃
能
力
を
一
体
的
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、

機
動
展
開
能
力
及
び
持
続
性
・
強
靭
性
に
か
か
る
諸
施

　
航
空
総
隊
司
令
官
を
拝
命
し
た
翌
年
の
2
0
1
6
年
、

相
次
ぐ
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
応
す
る
た
め
、

「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
に
対
す
る
破
壊
措
置（
自
衛
隊
法
82

条
の
3
）」に
基
づ
き
、統
合
任
務
部
隊
指
揮
官
と
し
て
海

自
イ
ー
ジ
ス
艦
、空
自
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
P
A
C-

3
部
隊
等

を
指
揮
し
た
。1
9
8
0
年
代
、地
対
空
誘
導
弾
を
運
用

す
る
高
射
幹
部
と
し
て
、戦
闘
機
等
を
迎
撃
す
る
拠
点
防

空
を
担
っ
て
い
た
頃
に
は
、想
像
す
ら
出
来
な
か
っ
た
実
任

務
で
あ
っ
た
。

　
最
近
の
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
は
、ロ
シ

ア
の「
ア
ヴ
ァ
ン
ガ
ル
ド
」や「
イ
ス
カ
ン
デ
ル
」を
模
倣
し

た
極
超
音
速
滑
空
弾
や
不
規
則
軌
道（
低
高
度
で
上
昇
・
降

下
）す
る
ミ
サ
イ
ル
を
含
ん
で
お
り
、既
存
の
弾
道
ミ
サ
イ

ル
防
衛（B

allistic M
issile D

efense:

B
M
D
）

体
制
で
は
、対
処
困
難
な
新
た
な
脅
威
の
出
現
と
な
っ
て

い
る
。今
年
8
月
に
は
、ペ
ロ
シ
米
下
院
議
長
の
訪
台
に
反

発
し
た
中
国
が
台
湾
を
包
囲
す
る
よ
う
に
実
弾
射
撃
区
域

を
設
定
し
、弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
の
発
射
訓
練
を
実
施
し
た
。

そ
の
一
部
が
先
島
諸
島
の
排
他
的
経
済
水
域
内
に
着
弾
し

た
事
実
は
、台
湾
を
巡
っ
て
米
中
が
武
力
紛
争
に
発
展
し

た
場
合
、沖
縄
の
在
日
米
軍
基
地
の
み
な
ら
ず
我
が
国
南

西
域
全
体
が
中
国
の
A
2
／
A
D
の
脅
威
に
晒
さ
れ
る
と

い
う
厳
し
い
現
実
を
突
き
つ
け
た
。

　

我
が
国
の
B
M
D
体
制
は
、戦
域
レ
ベ
ル
で
は
最
も

実
効
性
が
高
い
と
米
軍
か
ら
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。し

か
し
、対
象
国
は
北
朝
鮮
だ
け
で
は
な
く
中
国
も
念
頭

に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、そ
の
経
空
脅
威
も
弾
道
ミ

サ
イ
ル
、巡
航
ミ
サ
イ
ル
、極
超
音
速
兵
器
、更
に
は
ス

テ
ル
ス
戦
闘
機
、無
人
機
等
と
多
様
化
し
て
い
る
。既
に

防
勢
的
な
拒
否
的
抑
止
の
限
界
が
露
呈
し
て
お
り
、従

来
の
発
想
に
捉
わ
れ
な
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、ミ
サ
イ
ル
防
衛
の「
盾
」と
な
る
機
能
の
強

化
と
同
時
に
、「
矛
」と
な
る
能
力
、並
び
に
消
極
的
防

御
の
能
力
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
抑
止
と
対
処
が

必
要
な
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、我
が
国
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
発
展
の
経
緯
と

現
状
を
概
観
し
た
上
で
、米
国
が
推
進
し
て
い
る
統
合
防

空
ミ
サ
イ
ル
防
衛（Integrated A

ir and M
issile 

D
efense:

I
A
M
D
）構
想
を
参
考
と
し
て
、我
が
国

独
自
の
統
合
型
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛（
日
本
版
I
A
M
D
）

を
構
築
す
る
上
で
の
課
題
及
び
防
衛
力
整
備
の
方
向
性
に

つ
い
て
述
べ
る
。最
後
に
日
米
共
同
の
I
A
M
D
を
効
率

的
に
運
用
す
る
た
め
の
着
意
を
提
言
す
る
。

戦
・
後
方
の
基
盤
を
確
保
す
る
こ
と
を
極
め
て
重
視
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。こ
れ
は
、我
が
国
が
30
大
綱
以
降
取
り

組
ん
で
い
る
強
靭
性
・
持
続
性
の
強
化
策
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
、燃
料
・
弾
薬
の
数
量
拡
大
と
相
ま
っ
て
継
戦
能
力
を

大
幅
に
向
上
さ
せ
る
と
い
う
考
え
に
直
結
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、多
様
化
す
る
経
空
脅
威
に
実
効
的
に
対
処

す
る
た
め
に
、
我
が
国
が
目
指
す
べ
き
日
本
版

I
A
M
D
の
体
制
整
備
を
行
う
上
で
の
課
題
と
そ
の
解

決
の
方
向
性
を
示
す
。

（
1
）キ
ル・
チ
ェ
ー
ン
を
断
つ
た
め
の
反
撃
力
の
観
点

　
現
在
、我
が
国
は
敵
の
攻
撃
を
効
果
的
に
阻
止
す
る
必

要
性
か
ら
、F-

35
A
に
搭
載
す
る
J
S
M
、J
A
S
S
M

の
導
入
、島
嶼
防
衛
用
高
速
滑
空
弾
の
研
究
、12
式
地
対

艦
誘
導
弾
能
力
向
上
型
の
開
発
等
を
念
頭
に
、ス
タ
ン

ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。

　
し
か
し
、我
が
国
の
反
撃
能
力
の
実
効
性
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、相
当
量
の
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
が
必
要
と
な
る

ほ
か
、常
時
継
続
的
な
情
報
収
集
・
警
戒
監
視
・
偵
察

（
I
S
R
）能
力
及
び
情
報
分
析（
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
）能

力
の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。こ
の
際
の
課
題
は
、周
回

衛
星
の
性
能
等
に
加
え
て
観
測
頻
度
と
デ
ー
タ
通
信
の

遅
延
時
間
に
あ
る
。観
測
頻
度
を
上
げ
て
長
射
程
ミ
サ
イ

ル
が
目
標
に
到
達
す
る
ま
で
の
間
、目
標
情
報
を
把
握
し

続
け
る
に
は
、数
十
機
の
周
回
衛
星
が
必
要
と
い
わ
れ
て

い
る
。ま
た
、デ
ー
タ
通
信
の
遅
延
時
間
の
短
縮
の
た
め

に
は
、通
信
衛
星
間
の
光
通
信
を
可
能
に
す
る
技
術
を

獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、真
に
実
効
性
の
あ
る
反
撃
力
を
保
有
す

る
た
め
に
は
、当
面
は
米
国
等
の
情
報
に
依
存
し
つ
つ
も
、

中
国
大
陸
沿
岸
部
を
含
む
我
が
国
周
辺
を
カ
バ
ー
で
き

る
日
米
共
同
の
衛
星
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
を
着

実
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
2
）統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
観
点

　

近
代
戦
の
特
徴
で
あ
る
迅
速
な
作
戦
遂
行
に
対
応
す

べ
く
、各
自
衛
隊
は
セ
ン
サ
ー
・
ト
ゥ
・
シ
ュ
ー
タ
ー（
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
入
手
し
た
情
報
を
精
密
誘
導
兵
器
と
の

間
で
共
有
し
要
撃
す
る
シ
ス
テ
ム
）構
想
の
下
、ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
現
状
で
は
、
各
自
衛
隊
に
お
い
て
セ
ン

サ
ー
・
ト
ゥ
・
シ
ュ
ー
タ
ー
を
可
能
に
す
る
装
備
は
、限
定

さ
れ
て
い
る
。課
題
と
し
て
は
、セ
ン
サ
ー
性
能
の
違
い

か
ら
生
じ
る
位
置
情
報
の
誤
差
を
は
じ
め
と
す
る
技
術

的
問
題
や
予
算
上
の
負
担
等
に
あ
る
。自
衛
隊
内
で
は

統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
獲
得
の
必
要
性
は
十
分
理
解
さ
れ

て
い
る
が
、3
自
衛
隊
を
跨
い
で
セ
ン
サ
ー
・
ト
ゥ
・

シ
ュ
ー
タ
ー
に
関
連
す
る
装
備
品
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す

る
段
階
に
は
、い
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。こ
う
し
た
状
況

の
中
で
、統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

当
初
か
ら
全
て
の
装
備
を
対
象
に
す
る
の
で
は
な
く
、能

力
発
揮
上
の
実
効
性
が
高
い
装
備
や
シ
ス
テ
ム
を
選
択

し
て
優
先
的
に
連
接
す
る
の
が
現
実
的
で
あ
る
。ま
た
、

今
後
開
発
す
る
装
備
等
に
つ
い
て
は
、セ
ン
サ
ー
・
ト
ゥ
・

シ
ュ
ー
タ
ー
構
想
を
前
提
に
す
る
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で

あ
る
。

　

な
お
、統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
あ

策
を
含
め
た
日
本
版
I
A
M
D
構
想
の
早
期
策
定
が
求

め
ら
れ
る
。

　

多
様
化
す
る
経
空
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
、米
国
が

I
A
M
D
構
想
を
打
ち
出
し
て
久
し
い
。2
0
1
7
年

4
月
改
訂
の
米
軍
統
合
文
書
J
P
3-

01
に
、「
敵
の
航

空
・
ミ
サ
イ
ル
能
力
か
ら
悪
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
力
を
無

効
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、米
本
土
と
米
国
の
国
益
を
防
衛

し
、統
合
部
隊
を
防
護
し
、行
動
の
自
由
を
可
能
に
す
る

た
め
に
行
う
諸
能
力
と
重
層
的
な
作
戦
の
統
合
」と
定

義
さ
れ
て
い
る
   ii

。防
衛
研
究
所
紀
要
に
掲
載
さ
れ
た
有

江
・
山
口
論
文
に
よ
る
と「
重
層
的
な
作
戦
の
統
合
」に

つ
い
て
は
、「
①
敵
の
策
源
地
に
対
す
る
攻
撃
作
戦
、②

防
空
作
戦
や
ミ
サ
イ
ル
防
衛
な
ど
の
積
極
防
衛
、③
偽
装

や
抗
た
ん
化
な
ど
に
よ
っ
て
被
害
局
限
す
る
た
め
の
消

極
防
衛
ー
の
大
き
く
3
つ
に
区
分
さ
れ
る
」と
あ
る
   iii
。つ

ま
り
、敵
の
策
源
地
に
対
す
る
攻
撃
に
よ
っ
て
ミ
サ
イ
ル

攻
撃
等
を
未
然
に
阻
止
す
る
作
戦
と
、敵
の
航
空
機
や
ミ

サ
イ
ル
を
撃
破
す
る
防
空
や
B
M
D
等
の
積
極
防
衛
、さ

ら
に
は
敵
の
攻
撃
か
ら
戦
力
を
保
全
す
る
と
と
も
に
作

戦
基
盤
を
防
護
す
る
消
極
防
衛
を
総
合
的
に
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、多
種
多
様
化
す
る
経
空
脅
威
に
対
抗
し
よ

う
と
す
る
構
想
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、こ
の
概
念
は
幅
広
く
、野
戦
砲
弾
、迫
撃
砲

弾
か
ら
、サ
イ
バ
ー
戦
、指
向
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
兵
器
、電
子

戦
等
の
非
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
兵
器
ま
で
を
含
ん
で
い
る
上

に
、米
軍
の
各
軍
種
の
あ
ら
ゆ
る
装
備
を
一
元
的
に
指
揮

統
制（C

om
m
and and C

ontrol:

C
2
）す
る
シ

ス
テ
ム
が
必
要
と
さ
れ
、将
来
的
に
課
題
が
多
い
と
見
ら

れ
て
い
た
。し
か
し
、米
国
の
戦
略
予
算
評
価
セ
ン
タ
ー

（
C
S
B
A
）が
2
0
2
0
年
1
月
に
発
表
し
た
報
告
書

『
米
空
軍
の
将
来
の
戦
闘
空
軍
力
に
関
す
る
5
つ
の
優
先

事
項
』   iv
で
は
、「
I
A
M
D
能
力
な
し
に
は
、前
線
基
地

か
ら
戦
闘
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、強
靭

な
前
方
展
開
態
勢
を
構
築
す
る
た
め
に
優
先
度
の
高
い

能
力
の
一
つ
」と
I
A
M
D
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　
こ
の
I
A
M
D
構
想
が
我
が
国
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る

理
由
は
、次
の
三
つ
で
あ
る
。ま
ず
第
一
に
、敵
の
策
源
地

に
対
す
る
攻
勢
的
作
戦
が
防
勢
的
作
戦
と
一
体
と
な
っ
て

実
施
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。敵
の
ミ
サ
イ
ル
技
術
開
発
と
我

の
防
護
体
制
の
強
化
と
の
間
で
鼬
ご
っ
こ
を
繰
り
返
し
て

も
、防
勢
の
不
利
を
完
全
に
克
服
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。し
か
し
、限
定
的
と
は
い
え
敵
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
未

然
に
阻
止
で
き
る
能
力
を
備
え
れ
ば
、拒
否
的
抑
止
力
の

実
効
性
を
高
め
る
上
で
有
効
と
な
る
。こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

戦
略
三
文
書
見
直
し
に
向
け
た
自
民
党
提
言
で
も「
弾
道

ミ
サ
イ
ル
を
含
む
我
が
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
に
対
す
る

反
撃
力
」の
保
有
を
求
め
て
い
る
。第
二
に
、従
来
の
防
空

作
戦
と
B
M
D
対
処
を
一
元
・
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
を

作
戦
運
用
の
基
本
と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。こ
の
点
で
は
、

我
が
国
の
総
合
ミ
サ
イ
ル
防
空
も
同
様
な
概
念
で
あ
る
と

い
え
る
。シ
ス
テ
ム
化
す
る
上
で
の
技
術
的
問
題
が
あ
る
ほ

か
、自
衛
隊
自
体
が
指
揮
権
行
使
等
に
関
す
る
検
討
課
題

を
抱
え
て
い
る
が
、日
本
版
I
A
M
D
を
実
現
す
る
た
め

の
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。最
後
に
、部
隊
の
機
動

展
開
能
力
、防
護
・
被
害
復
旧
能
力
等
の
強
化
に
よ
る
作

（
1
）
効
果
的
な
反
撃
の
観
点

　

我
が
国
が
段
階
的
に
反
撃
力
を
整
備
し
、そ
の
能
力

を
発
揮
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
ほ
ど
、米
軍
が
実
施
す

る
攻
撃
作
戦
と
の「
同
調
」が
極
め
て
重
要
と
な
る
。こ

こ
で
の「
同
調
」は
、日
米
が
反
撃（
攻
撃
）の
成
果
を
得

る
た
め
に
、米
軍
のA

ir Tasking C
ycle

（
A
T
サ

イ
ク
ル
）に
基
づ
く
指
揮
統
制
活
動
を
通
じ
て
密
接
な
連

携
を
図
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

米
軍
の
統
合
ド
ク
ト
リ
ン
文
書
で
は
、A
T
サ
イ
ク

ル
は「
統
合
指
揮
所
の
指
針
に
従
い
、計
画
、割
当
て
、

戦
力
配
分
、調
整
な
ど
を
通
じ
て
、効
果
的
及
び
効
率

的
に
航
空
戦
力
へ
任
務
付
与
す
る
反
復
的
か
つ
循
環

的
な
手
順
」と
定
義
さ
れ
て
い
る
   v

。こ
の
手
順
の
中
に

は
、攻
撃
目
標
選
定
、兵
器
割
当
等
の
決
定
手
順
が
含

ま
れ
て
い
る
。自
衛
隊
が
限
ら
れ
た
反
撃
力
を
も
っ
て

効
率
的
に
敵
の
キ
ル
・
チ
ェ
ー
ン
を
断
つ
役
割
を
果
た

し
、
米
軍
の
攻
撃
作
戦
に
寄
与
す
る
た
め
に
、こ
の

A
T
サ
イ
ク
ル
に
習
熟
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。今

後
、我
が
国
の
反
撃
能
力
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
、日
米

間
の
攻
撃
の
同
調
度
合
い
が
高
ま
れ
ば
、A
T
サ
イ
ク

ル
の
改
善
や
こ
れ
に
起
因
す
る
日
米
共
同
指
揮
所
活

動
の
見
直
し
の
必
要
性
も
生
じ
る
だ
ろ
う
。

（
2
）
共
同
C
2
の
観
点

　
中
国
の
A
2
／
A
D
脅
威
が
高
ま
る
中
に
あ
っ
て
、米

国
は
我
が
国
に
対
し
て
I
A
M
D
に
か
か
る
相
互
運
用

性
の
向
上
に
つ
い
て
一
層
の
理
解
と
協
力
を
求
め
て
く

る
こ
と
に
な
る
。こ
の
場
合
、最
大
の
課
題
と
予
測
さ
れ

る
の
が
、共
同
C
2
の
確
立
で
あ
る
。

　

同
盟
国
の
間
で
あ
っ
て
も
共
同
の
C
2
を
確
立
す
る

に
は
多
く
の
困
難
が
伴
う
。日
米
が
双
方
の
国
家
意
思
を

い
か
に
共
同
C
2
の
中
に
反
映
さ
せ
る
の
か
、国
家
機
密

情
報
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
保
証
は

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
と
い
っ
た
国
家
レ
ベ
ル
で
の
様
々

な
課
題
が
想
定
さ
れ
る
。さ
ら
に
自
衛
隊
及
び
米
軍
の

作
戦
運
用
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、I
A
M
D
実
施
に
際
し

て
防
空
と
B
M
D
に
共
通
す
る
部
隊
・
装
備
の
配
分
、重

要
防
護
地
域
・
目
標
の
選
定
、指
揮
権
の
委
任
・
委
譲
等
、

こ
れ
ま
で
時
間
を
要
し
て
い
た
指
揮
所
活
動
を
シ
ス
テ
ム

化
し
て
迅
速
に
行
う
こ
と
が
課
題
に
な
る
。こ
う
し
た
各

種
課
題
が
解
決
し
な
い
限
り
、共
同
C
2
の
確
立
は
お
ぼ

つ
か
な
い
。し
た
が
っ
て
、米
軍
に
先
ん
じ
て
自
衛
隊
内

に
お
け
る
C
2
の
統
合
化
を
実
現
さ
せ
、同
盟
調
整
メ
カ

ニ
ズ
ム
内
の
共
同
運
用
調
整
所
の
機
能
を
活
用
し
て
、日

米
共
同
C
2
の
早
期
確
立
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

（
3
）
継
戦
基
盤
の
観
点

　
日
米
が
共
同
で
I
A
M
D
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、消

極
的
防
御
に
該
当
す
る
作
戦
・
後
方
基
盤
の
構
築
及
び

維
持
が
極
め
て
重
要
に
な
る
。従
来
、自
衛
隊
は
各
種
作

戦
を
遂
行
す
る
際
に
米
軍
の
来
援
基
盤
の
確
保
を
考
慮

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、日
米
共
同
の
作
戦
・
後
方
の
基
盤

構
築
に
あ
た
っ
て
は
実
績
が
あ
る
が
、こ
の
点
も
作
戦
様

相
の
変
化
に
伴
っ
て
進
化
を
遂
げ
て
い
る
。昨
年
、中
国

の
A
2
／
A
D
脅
威
下
で
自
衛
隊
が
島
嶼
防
衛
作
戦
を

遂
行
し
な
が
ら
、米
軍
と
の
共
同
使
用
に
資
す
る
基
盤
を

構
築
す
る
上
で
、参
考
と
な
る
米
空
軍
の
ド
ク
ト
リ
ン
が

発
表
さ
れ
て
い
る
。『
迅
速
な
戦
闘
展
開
（A

g
ile 

C
o
m
b
at E

m
p
lo
ym
e
n
t:

A
C
E
）ド
ク
ト
リ

ン
』   vi
で
あ
る
。こ
れ
は
、米
軍
が
中
国
の
A
2
／
A
D
脅

威
下
に
お
い
て
も
、航
空
戦
力
の
特
性
を
最
大
限
発
揮
し
、

柔
軟
な
分
散
、機
動
運
用
に
よ
り
戦
力
保
全
を
図
る
と

と
も
に
、統
合
全
領
域
作
戦
の
中
核
と
な
る
航
空
作
戦

た
っ
て
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
防
護
の
観
点
か
ら
は
、衛
星
、サ

イ
バ
ー
及
び
E
M
P（
電
磁
パ
ル
ス
）攻
撃
に
対
す
る
抗

た
ん
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

攻
撃
の
観
点
で
は
、敵
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
破
壊
・
運
用

中
断
を
目
的
と
し
た
サ
イ
バ
ー
上
の
マ
ル
ウ
ェ
ア
及
び

E
M
P
等
に
よ
る
反
撃
力
も
保
有
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
3
）一
元
的
な
指
揮
統
制
の
観
点

　
近
代
戦
に
お
い
て
は
、軍
事
技
術
の
飛
躍
的
進
歩
に
伴

う
各
種
作
戦
の
進
展
は
さ
ら
に
迅
速
化
し
て
い
く
。こ
の

状
況
に
伴
い
、指
揮
統
制
に
お
け
る
意
思
決
定
の
速
度
が

作
戦
の
成
否
に
か
か
る
極
め
て
重
要
な
要
素
と
な
る
。

　
こ
の
た
め
、日
本
版
I
A
M
D
は
も
と
よ
り
、領
域
横

断
作
戦
全
体
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に
は
、自
衛
隊
間

の
指
揮
権
行
使
及
び
権
限
委
任
・
委
譲
に
関
わ
る
調
整
・

決
定
を
迅
速
か
つ
的
確
に
機
能
さ
せ
得
る
統
合
C
2
シ

ス
テ
ム
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
自
衛
隊
に
お
け
る
C
2
の
統
合
化
に
関
し
て
、現
在
で

も
顕
著
な
動
き
は
見
ら
れ
な
い
。こ
れ
自
体
は
技
術
・
予

算
の
問
題
よ
り
も
、C
2
に
か
か
る
権
限
・
責
任
の
範
囲

に
関
す
る
3
自
衛
隊
間
の
認
識
が
微
妙
に
異
な
る
こ
と

に
起
因
し
て
、統
合
運
用
上
の
権
限
・
責
任
及
び
指
揮
権

行
使
の
在
り
方
が
確
定
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。い
ず
れ
に
し
て
も
、C
2
統
合
の
検
討
が

長
引
く
こ
と
で
、米
軍
が
運
用
す
る
統
合
C
2
シ
ス
テ
ム

に
3
自
衛
隊
の
関
連
シ
ス
テ
ム
が
個
別
に
連
接
さ
れ
る

こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。我
が
国
が
効
果
的
に

日
本
版
I
A
M
D
を
含
む
領
域
横
断
作
戦
を
遂
行
す
る

た
め
に
は
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
統
合
化
と
統
合
C
2
シ
ス

テ
ム
の
実
装
化
は
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。

（
4
）
部
隊
の
展
開
及
び
防
護
等
の
観
点

　
防
勢
作
戦
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
自
衛
隊
は
、ミ
サ
イ
ル

飽
和
攻
撃
等
に
よ
り
一
部
戦
力
に
損
害
が
生
じ
た
場
合

で
も
、残
存
戦
力
の
再
編
等
を
実
施
し
て
、粘
り
強
く
戦

闘
を
継
続
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
特
に
、南
西
域
に
お
け
る
島
嶼
防
衛
作
戦
に
お
い
て
日

本
版
I
A
M
D
を
実
行
す
る
場
合
、要
時
要
域
に
お
け

る
航
空
優
勢
の
獲
得
、維
持
が
極
め
て
重
要
と
な
り
、事

前
に
人
員
、装
備
、燃
料
・
弾
薬
を
島
嶼
に
小
規
模
展
開

し
、部
隊
の
分
散
運
用
に
努
め
る
こ
と
に
な
る
。こ
の
際
、

各
部
隊
の
展
開
、撤
収
を
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
の
十
分

な
機
動
展
開
能
力
の
確
保
、並
び
に
展
開
先
に
お
け
る

施
設
の
抗
た
ん
化
、被
害
復
旧
資
器
材
の
増
強
等
が
伴
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、機
動
展
開
能
力
に
関
し
て
は
、戦
域

内
の
戦
術
空
輸
能
力
、回
転
翼
航
空
機
に
よ
る
端
末
輸
送

能
力
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
。分
散
パ
ッ
ト
の
整
備
、

滑
走
路
等
被
害
復
旧
用
機
材
の
取
得
、装
備
品
の
高
可
動

率
の
確
保
等
に
つ
い
て
も
決
し
て
十
分
と
は
言
え
な
い
状

態
で
あ
る
。こ
の
た
め
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
能
等
を
駆

使
し
て
、事
態
想
定
に
基
づ
き
関
連
装
備
・
補
用
品
及
び

後
方
用
資
器
材
等
の
具
体
的
な
所
要
数
量
を
算
出
し
た

上
で
、今
後
の
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
に
向
け
た
取
り
組

み
の
中
で
、着
実
な
備
蓄
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
継
続
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。日
米
が
共
同
で

こ
の
A
C
E
を
実
行
す
る
こ
と
は
、戦
力
の
損
耗
を
局
限

す
る
と
と
も
に
日
米
の
戦
力
発
揮
に
寄
与
す
る
こ
と
か

ら
、米
国
の
通
常
戦
力
に
よ
る
拡
大
抑
止
の
実
効
性
を

担
保
す
る
こ
と
に
も
な
る
。特
に
、我
が
国
と
し
て
は
、

南
西
域
に
お
け
る
民
間
空
港
や
港
湾
等
を
有
効
に
維
持

活
用
す
る
た
め
に
、特
定
公
共
施
設
等
利
用
法
が
発
動

で
き
る
事
態
を
拡
大
し
て
、事
前
の
物
資
等
の
集
積
、訓

練
等
が
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
ペ
ロ
シ
米
下
院
議
長
の
訪
台

と
い
う
外
交
上
の
行
為
に
対
し
て
、中
国
は
台
湾
周
辺
に

お
け
る
長
期
間
の
大
規
模
演
習
及
び
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発

射
と
い
う
軍
事
的
報
復
措
置
で
対
応
し
た
。今
後
と
も
、

米
国
が
台
湾
と
の
友
好
関
係
を
維
持
す
る
た
め
の
外
交

関
係
を
深
化
し
て
い
け
ば
、中
国
の
軍
事
的
反
応
は
激
化

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。今
後
、北
朝
鮮
と
同
様
に
、

中
国
が
平
素
か
ら
我
が
国
の
安
全
保
障
に
重
大
な
影
響

直
し
に
お
い
て
、反
撃
能
力
の
保
有
は
総
合
的
な
抑
止
力

の
一
環
と
し
て
保
有
す
る
こ
と
を
明
記
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、攻
防
各
能
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
兼
備
し
た
日

本
版
I
A
D
M
構
想
を
定
め
る
と
と
も
に
、速
や
か
に
そ

の
具
現
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
切
望
す
る
。我
が
国
が

自
ら
の
安
全
保
障
体
制
を
堅
持
し
続
け
る
た
め
の
時
間

的
な
猶
予
は
な
い
。

は
じ
め
に

元
航
空
自
衛
隊

航
空
総
隊
司
令
官
　

福 

江  

広 

明

我
が
国
が
目
指
す
べ
き
日
本
版
・
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛

多
様
化
す
る
経
空
脅
威
に
対
す
る
総
合
的
な
抑
止
と
対
処  

︵
２
０
２
２
年
９
月
寄
稿
︶

P
A
R
T
1

我
が
国
に
お
け
る
ミ
サ
イ
ル

防
衛
の
発
展
の
経
緯
と
現
状

0
3
3

0
3
2

本
論  

第
一
章　

ミ
サ
イ
ル
防
衛
と﹁
反
撃
能
力
﹂の
一
体
化﹁
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
﹂を
論
ず
︒  



を
及
ぼ
す
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
の
発
射
を
繰
り
返
す
こ
と

が
常
態
化
す
る
と
、日
中
両
国
間
の
緊
張
度
が
増
す
ば

か
り
で
な
く
、台
湾
海
峡
危
機
の
蓋
然
性
も
高
め
る
こ
と

に
な
る
。ひ
い
て
は
我
が
国
有
事
に
発
展
す
る
こ
と
が
十

分
予
期
さ
れ
る
。そ
の
場
合
に
は
、圧
倒
的
と
も
い
え
る

中
国
の
経
空
脅
威
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態

が
現
実
の
も
の
と
な
り
か
ね
な
い
。

　

従
来
の
発
想
に
捉
わ
れ
ず
我
が
国
が
日
本
版

I
A
M
D
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、日
米
が
共
同
で

I
A
M
D
体
制
の
強
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、冷
戦
後

の
米
国
の
核
戦
略
の
新
た
な
三
本
柱（
核
・
非
核
の
攻
撃

力
、ミ
サ
イ
ル
防
衛
、核
に
関
す
る
産
業
基
盤
）に
関
与
、

貢
献
す
る
こ
と
で
あ
り
、米
国
の
拡
大
抑
止
の
実
効
性
を

担
保
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
。ま
た
、中
国
に
よ
る
ミ
サ

イ
ル
飽
和
攻
撃
等
に
有
効
な
手
段
と
し
て
、日
米
共
同
の

I
A
M
D
能
力
を
確
保
す
る
こ
と
は
、グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
事

態
に
お
い
て
中
国
が
事
態
拡
大
の
支
配
権
を
握
る
こ
と

を
妨
げ
る
こ
と
と
な
り
、事
態
拡
大
を
抑
止
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
   vii
。

　
ま
ず
は
、今
年
末
に
予
定
さ
れ
る
戦
略
三
文
書
の
見

　

冷
戦
終
結
後
、大
量
破
壊
兵
器
と
そ
の
運
搬
手
段
と

な
り
得
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
技
術
の
拡
散
が
安
全
保
障
上

の
懸
念
と
さ
れ
る
中
、防
衛
庁
が
B
M
D
研
究
に
着
手

し
た
の
は
1
9
9
5
年
で
あ
っ
た
。1
9
9
8
年
8
月

末
、北
朝
鮮
が
テ
ポ
ド
ン
1
号
と
推
定
さ
れ
る
弾
道
ミ

サ
イ
ル
を
発
射
し
、日
本
列
島
上
空
を
通
過
し
て
三
陸

沖
太
平
洋
に
着
弾
す
る
事
案
が
生
起
し
た
。北
朝
鮮
が

我
が
国
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
技
術
を
手

に
入
れ
た
事
実
に
加
え
て
、検
討
中
と
は
い
え
対
処
す

る
手
段
を
何
ら
有
し
て
い
な
い
こ
と
に
防
衛
関
係
者
は

震
撼
さ
せ
ら
れ
た
。そ
の
後
、米
国
の
協
力
を
得
な
が
ら

B
M
D
体
制
の
構
築
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

主
対
象
は
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
で
あ
っ
た
。

　
当
時
の
我
が
国
に
お
け
る
B
M
D
体
制
の
整
備
方
針
は
、

航
空
機
等
へ
の
対
処
機
能
に
、弾
道
ミ
サ
イ
ル
へ
の
対
処

機
能
を
付
加
し
、防
空
能
力
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
あ
っ

た
。要
す
る
に
、B
M
D
専
用
の
装
備
や
部
隊
を
整
備
す

る
の
で
は
な
く
、既
存
の
陸
海
空
自
衛
隊
の
防
空
能
力
を

拡
充
し
つ
つ
、将
来
的
に
統
合
化
を
追
求
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。シ
ス
テ
ム
全
体
を
整
備
す
る
莫
大
な
経
費
の

点
か
ら
費
用
対
効
果
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
が
、国
民
の

生
命
を
守
る
た
め
に
不
作
為
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
、拒

否
的
抑
止
の
一
環
と
し
て
B
M
D
が
段
階
的
に
整
備
さ
れ

て
い
っ
た
。実
際
に
は
、B
M
D
体
制
整
備
は
2
0
0
4

年
か
ら
開
始
さ
れ
、イ
ー
ジ
ス
艦
搭
載
S
M-

3
ミ
サ
イ
ル

が
上
層
で
、ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
P
A
C-

3
が
下
層
で
迎
撃
す

る
多
層
防
衛
体
制
を
構
築
し
た
。

　

2
0
1
6
年
以
降
、多
種
の
ミ
サ
イ
ル
が
多
様
な
運

用
方
式
で
予
告
な
く
発
射
さ
れ
る
た
め
、常
時
、警
戒
待

機
に
あ
た
る
イ
ー
ジ
ス
艦
、P
A
C-

3
部
隊
の
人
員
・

装
備
に
か
か
る
負
担
は
重
く
、要
員
養
成
の
遅
滞
や
練

成
訓
練
時
間
の
減
少
等
に
よ
っ
て
、部
隊
の
作
戦
遂
行

能
力
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
案
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
課
題
の
解
決
と
常
時
即
応
態
勢
の
強
化
を

目
的
に
、B
M
D
能
力
の
向
上
策
の
研
究
及
び
自
衛
隊

に
お
け
る
防
空
と
B
M
D
の
統
合
の
在
り
方
検
討
が
実

施
さ
れ
た
。そ
の
結
果
と
し
て
、イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
に

代
わ
る
イ
ー
ジ
ス
・
シ
ス
テ
ム
搭
載
艦
整
備
の
閣
議
決
定
、

P
A
C-

3
M
S
E
の
導
入
等
と
い
っ
た
具
体
的
な
成
果

が
得
ら
れ
た
。他
方
、防
空
と
B
M
D
の
統
合
化
に
関
す

る
最
終
的
な
方
向
性
は
、い
ま
だ
に
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
2
0
1
8
年
、30
大
綱
に
お
い
て「
総
合
ミ
サ
イ
ル
防

空
」と
い
う
用
語
が
初
め
て
登
場
し
、今
年
度
の
防
衛
白

書
に
も
概
要
と
イ
メ
ー
ジ
図
が
掲
載
さ
れ
た
。そ
の
中
に

弾
道
ミ
サ
イ
ル
自
体
は
脅
威
対
象
と
し
て
包
含
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、こ
の
イ
メ
ー
ジ
図
と
並
ん
で「
B
M
D
整
備
構

想
・
運
用
構
想
」（
イ
メ
ー
ジ
図
）が
記
載
さ
れ
て
い
る
   i
。

こ
の
2
つ
の
イ
メ
ー
ジ
図
か
ら
は
、防
空
と
B
M
D
の
一

元
指
揮
・
同
時
運
用
の
姿
が
は
っ
き
り
し
な
い
上
に
、先

述
の
不
規
則
軌
道
及
び
極
超
音
速
の
ミ
サ
イ
ル
へ
の
対
処

構
想
も
見
え
て
こ
な
い
。さ
ら
に
反
撃
能
力
の
主
体
と

な
っ
て
い
る
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
と
の
関
連
性
が

曖
昧
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
か
ね
な
い
。む
し
ろ
現
下
の
経

空
脅
威
に
対
処
す
る
に
あ
た
り
、総
合
ミ
サ
イ
ル
防
空
で

は
限
界
が
あ
る
と
の
不
安
さ
え
生
じ
て
し
ま
う
。

　
こ
の
疑
念
を
払
拭
さ
せ
、我
が
国
全
土
に
お
け
る
防

護
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
、総
合
ミ
サ
イ
ル
防
空

能
力
及
び
反
撃
能
力
を
一
体
的
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、

機
動
展
開
能
力
及
び
持
続
性
・
強
靭
性
に
か
か
る
諸
施

　
航
空
総
隊
司
令
官
を
拝
命
し
た
翌
年
の
2
0
1
6
年
、

相
次
ぐ
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
応
す
る
た
め
、

「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
に
対
す
る
破
壊
措
置（
自
衛
隊
法
82

条
の
3
）」に
基
づ
き
、統
合
任
務
部
隊
指
揮
官
と
し
て
海

自
イ
ー
ジ
ス
艦
、空
自
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
P
A
C-

3
部
隊
等

を
指
揮
し
た
。1
9
8
0
年
代
、地
対
空
誘
導
弾
を
運
用

す
る
高
射
幹
部
と
し
て
、戦
闘
機
等
を
迎
撃
す
る
拠
点
防

空
を
担
っ
て
い
た
頃
に
は
、想
像
す
ら
出
来
な
か
っ
た
実
任

務
で
あ
っ
た
。

　
最
近
の
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
は
、ロ
シ

ア
の「
ア
ヴ
ァ
ン
ガ
ル
ド
」や「
イ
ス
カ
ン
デ
ル
」を
模
倣
し

た
極
超
音
速
滑
空
弾
や
不
規
則
軌
道（
低
高
度
で
上
昇
・
降

下
）す
る
ミ
サ
イ
ル
を
含
ん
で
お
り
、既
存
の
弾
道
ミ
サ
イ

ル
防
衛（B

allistic M
issile D

efense:

B
M
D
）

体
制
で
は
、対
処
困
難
な
新
た
な
脅
威
の
出
現
と
な
っ
て

い
る
。今
年
8
月
に
は
、ペ
ロ
シ
米
下
院
議
長
の
訪
台
に
反

発
し
た
中
国
が
台
湾
を
包
囲
す
る
よ
う
に
実
弾
射
撃
区
域

を
設
定
し
、弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
の
発
射
訓
練
を
実
施
し
た
。

そ
の
一
部
が
先
島
諸
島
の
排
他
的
経
済
水
域
内
に
着
弾
し

た
事
実
は
、台
湾
を
巡
っ
て
米
中
が
武
力
紛
争
に
発
展
し

た
場
合
、沖
縄
の
在
日
米
軍
基
地
の
み
な
ら
ず
我
が
国
南

西
域
全
体
が
中
国
の
A
2
／
A
D
の
脅
威
に
晒
さ
れ
る
と

い
う
厳
し
い
現
実
を
突
き
つ
け
た
。

　

我
が
国
の
B
M
D
体
制
は
、戦
域
レ
ベ
ル
で
は
最
も

実
効
性
が
高
い
と
米
軍
か
ら
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。し

か
し
、対
象
国
は
北
朝
鮮
だ
け
で
は
な
く
中
国
も
念
頭

に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、そ
の
経
空
脅
威
も
弾
道
ミ

サ
イ
ル
、巡
航
ミ
サ
イ
ル
、極
超
音
速
兵
器
、更
に
は
ス

テ
ル
ス
戦
闘
機
、無
人
機
等
と
多
様
化
し
て
い
る
。既
に

防
勢
的
な
拒
否
的
抑
止
の
限
界
が
露
呈
し
て
お
り
、従

来
の
発
想
に
捉
わ
れ
な
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、ミ
サ
イ
ル
防
衛
の「
盾
」と
な
る
機
能
の
強

化
と
同
時
に
、「
矛
」と
な
る
能
力
、並
び
に
消
極
的
防

御
の
能
力
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
抑
止
と
対
処
が

必
要
な
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、我
が
国
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
発
展
の
経
緯
と

現
状
を
概
観
し
た
上
で
、米
国
が
推
進
し
て
い
る
統
合
防

空
ミ
サ
イ
ル
防
衛（Integrated A

ir and M
issile 

D
efense:

I
A
M
D
）構
想
を
参
考
と
し
て
、我
が
国

独
自
の
統
合
型
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛（
日
本
版
I
A
M
D
）

を
構
築
す
る
上
で
の
課
題
及
び
防
衛
力
整
備
の
方
向
性
に

つ
い
て
述
べ
る
。最
後
に
日
米
共
同
の
I
A
M
D
を
効
率

的
に
運
用
す
る
た
め
の
着
意
を
提
言
す
る
。

戦
・
後
方
の
基
盤
を
確
保
す
る
こ
と
を
極
め
て
重
視
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。こ
れ
は
、我
が
国
が
30
大
綱
以
降
取
り

組
ん
で
い
る
強
靭
性
・
持
続
性
の
強
化
策
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
、燃
料
・
弾
薬
の
数
量
拡
大
と
相
ま
っ
て
継
戦
能
力
を

大
幅
に
向
上
さ
せ
る
と
い
う
考
え
に
直
結
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、多
様
化
す
る
経
空
脅
威
に
実
効
的
に
対
処

す
る
た
め
に
、
我
が
国
が
目
指
す
べ
き
日
本
版

I
A
M
D
の
体
制
整
備
を
行
う
上
で
の
課
題
と
そ
の
解

決
の
方
向
性
を
示
す
。

（
1
）キ
ル・
チ
ェ
ー
ン
を
断
つ
た
め
の
反
撃
力
の
観
点

　
現
在
、我
が
国
は
敵
の
攻
撃
を
効
果
的
に
阻
止
す
る
必

要
性
か
ら
、F-

35
A
に
搭
載
す
る
J
S
M
、J
A
S
S
M

の
導
入
、島
嶼
防
衛
用
高
速
滑
空
弾
の
研
究
、12
式
地
対

艦
誘
導
弾
能
力
向
上
型
の
開
発
等
を
念
頭
に
、ス
タ
ン

ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。

　
し
か
し
、我
が
国
の
反
撃
能
力
の
実
効
性
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、相
当
量
の
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
が
必
要
と
な
る

ほ
か
、常
時
継
続
的
な
情
報
収
集
・
警
戒
監
視
・
偵
察

（
I
S
R
）能
力
及
び
情
報
分
析（
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
）能

力
の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。こ
の
際
の
課
題
は
、周
回

衛
星
の
性
能
等
に
加
え
て
観
測
頻
度
と
デ
ー
タ
通
信
の

遅
延
時
間
に
あ
る
。観
測
頻
度
を
上
げ
て
長
射
程
ミ
サ
イ

ル
が
目
標
に
到
達
す
る
ま
で
の
間
、目
標
情
報
を
把
握
し

続
け
る
に
は
、数
十
機
の
周
回
衛
星
が
必
要
と
い
わ
れ
て

い
る
。ま
た
、デ
ー
タ
通
信
の
遅
延
時
間
の
短
縮
の
た
め

に
は
、通
信
衛
星
間
の
光
通
信
を
可
能
に
す
る
技
術
を

獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、真
に
実
効
性
の
あ
る
反
撃
力
を
保
有
す

る
た
め
に
は
、当
面
は
米
国
等
の
情
報
に
依
存
し
つ
つ
も
、

中
国
大
陸
沿
岸
部
を
含
む
我
が
国
周
辺
を
カ
バ
ー
で
き

る
日
米
共
同
の
衛
星
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
を
着

実
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
2
）統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
観
点

　

近
代
戦
の
特
徴
で
あ
る
迅
速
な
作
戦
遂
行
に
対
応
す

べ
く
、各
自
衛
隊
は
セ
ン
サ
ー
・
ト
ゥ
・
シ
ュ
ー
タ
ー（
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
入
手
し
た
情
報
を
精
密
誘
導
兵
器
と
の

間
で
共
有
し
要
撃
す
る
シ
ス
テ
ム
）構
想
の
下
、ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
現
状
で
は
、
各
自
衛
隊
に
お
い
て
セ
ン

サ
ー
・
ト
ゥ
・
シ
ュ
ー
タ
ー
を
可
能
に
す
る
装
備
は
、限
定

さ
れ
て
い
る
。課
題
と
し
て
は
、セ
ン
サ
ー
性
能
の
違
い

か
ら
生
じ
る
位
置
情
報
の
誤
差
を
は
じ
め
と
す
る
技
術

的
問
題
や
予
算
上
の
負
担
等
に
あ
る
。自
衛
隊
内
で
は

統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
獲
得
の
必
要
性
は
十
分
理
解
さ
れ

て
い
る
が
、3
自
衛
隊
を
跨
い
で
セ
ン
サ
ー
・
ト
ゥ
・

シ
ュ
ー
タ
ー
に
関
連
す
る
装
備
品
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す

る
段
階
に
は
、い
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。こ
う
し
た
状
況

の
中
で
、統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

当
初
か
ら
全
て
の
装
備
を
対
象
に
す
る
の
で
は
な
く
、能

力
発
揮
上
の
実
効
性
が
高
い
装
備
や
シ
ス
テ
ム
を
選
択

し
て
優
先
的
に
連
接
す
る
の
が
現
実
的
で
あ
る
。ま
た
、

今
後
開
発
す
る
装
備
等
に
つ
い
て
は
、セ
ン
サ
ー
・
ト
ゥ
・

シ
ュ
ー
タ
ー
構
想
を
前
提
に
す
る
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で

あ
る
。

　

な
お
、統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
あ

策
を
含
め
た
日
本
版
I
A
M
D
構
想
の
早
期
策
定
が
求

め
ら
れ
る
。

　

多
様
化
す
る
経
空
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
、米
国
が

I
A
M
D
構
想
を
打
ち
出
し
て
久
し
い
。2
0
1
7
年

4
月
改
訂
の
米
軍
統
合
文
書
J
P
3-

01
に
、「
敵
の
航

空
・
ミ
サ
イ
ル
能
力
か
ら
悪
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
力
を
無

効
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、米
本
土
と
米
国
の
国
益
を
防
衛

し
、統
合
部
隊
を
防
護
し
、行
動
の
自
由
を
可
能
に
す
る

た
め
に
行
う
諸
能
力
と
重
層
的
な
作
戦
の
統
合
」と
定

義
さ
れ
て
い
る
   ii

。防
衛
研
究
所
紀
要
に
掲
載
さ
れ
た
有

江
・
山
口
論
文
に
よ
る
と「
重
層
的
な
作
戦
の
統
合
」に

つ
い
て
は
、「
①
敵
の
策
源
地
に
対
す
る
攻
撃
作
戦
、②

防
空
作
戦
や
ミ
サ
イ
ル
防
衛
な
ど
の
積
極
防
衛
、③
偽
装

や
抗
た
ん
化
な
ど
に
よ
っ
て
被
害
局
限
す
る
た
め
の
消

極
防
衛
ー
の
大
き
く
3
つ
に
区
分
さ
れ
る
」と
あ
る
   iii
。つ

ま
り
、敵
の
策
源
地
に
対
す
る
攻
撃
に
よ
っ
て
ミ
サ
イ
ル

攻
撃
等
を
未
然
に
阻
止
す
る
作
戦
と
、敵
の
航
空
機
や
ミ

サ
イ
ル
を
撃
破
す
る
防
空
や
B
M
D
等
の
積
極
防
衛
、さ

ら
に
は
敵
の
攻
撃
か
ら
戦
力
を
保
全
す
る
と
と
も
に
作

戦
基
盤
を
防
護
す
る
消
極
防
衛
を
総
合
的
に
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、多
種
多
様
化
す
る
経
空
脅
威
に
対
抗
し
よ

う
と
す
る
構
想
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、こ
の
概
念
は
幅
広
く
、野
戦
砲
弾
、迫
撃
砲

弾
か
ら
、サ
イ
バ
ー
戦
、指
向
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
兵
器
、電
子

戦
等
の
非
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
兵
器
ま
で
を
含
ん
で
い
る
上

に
、米
軍
の
各
軍
種
の
あ
ら
ゆ
る
装
備
を
一
元
的
に
指
揮

統
制（C

om
m
and and C

ontrol:

C
2
）す
る
シ

ス
テ
ム
が
必
要
と
さ
れ
、将
来
的
に
課
題
が
多
い
と
見
ら

れ
て
い
た
。し
か
し
、米
国
の
戦
略
予
算
評
価
セ
ン
タ
ー

（
C
S
B
A
）が
2
0
2
0
年
1
月
に
発
表
し
た
報
告
書

『
米
空
軍
の
将
来
の
戦
闘
空
軍
力
に
関
す
る
5
つ
の
優
先

事
項
』   iv
で
は
、「
I
A
M
D
能
力
な
し
に
は
、前
線
基
地

か
ら
戦
闘
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、強
靭

な
前
方
展
開
態
勢
を
構
築
す
る
た
め
に
優
先
度
の
高
い

能
力
の
一
つ
」と
I
A
M
D
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　
こ
の
I
A
M
D
構
想
が
我
が
国
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る

理
由
は
、次
の
三
つ
で
あ
る
。ま
ず
第
一
に
、敵
の
策
源
地

に
対
す
る
攻
勢
的
作
戦
が
防
勢
的
作
戦
と
一
体
と
な
っ
て

実
施
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。敵
の
ミ
サ
イ
ル
技
術
開
発
と
我

の
防
護
体
制
の
強
化
と
の
間
で
鼬
ご
っ
こ
を
繰
り
返
し
て

も
、防
勢
の
不
利
を
完
全
に
克
服
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。し
か
し
、限
定
的
と
は
い
え
敵
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
未

然
に
阻
止
で
き
る
能
力
を
備
え
れ
ば
、拒
否
的
抑
止
力
の

実
効
性
を
高
め
る
上
で
有
効
と
な
る
。こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

戦
略
三
文
書
見
直
し
に
向
け
た
自
民
党
提
言
で
も「
弾
道

ミ
サ
イ
ル
を
含
む
我
が
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
に
対
す
る

反
撃
力
」の
保
有
を
求
め
て
い
る
。第
二
に
、従
来
の
防
空

作
戦
と
B
M
D
対
処
を
一
元
・
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
を

作
戦
運
用
の
基
本
と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。こ
の
点
で
は
、

我
が
国
の
総
合
ミ
サ
イ
ル
防
空
も
同
様
な
概
念
で
あ
る
と

い
え
る
。シ
ス
テ
ム
化
す
る
上
で
の
技
術
的
問
題
が
あ
る
ほ

か
、自
衛
隊
自
体
が
指
揮
権
行
使
等
に
関
す
る
検
討
課
題

を
抱
え
て
い
る
が
、日
本
版
I
A
M
D
を
実
現
す
る
た
め

の
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。最
後
に
、部
隊
の
機
動

展
開
能
力
、防
護
・
被
害
復
旧
能
力
等
の
強
化
に
よ
る
作

（
1
）
効
果
的
な
反
撃
の
観
点

　

我
が
国
が
段
階
的
に
反
撃
力
を
整
備
し
、そ
の
能
力

を
発
揮
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
ほ
ど
、米
軍
が
実
施
す

る
攻
撃
作
戦
と
の「
同
調
」が
極
め
て
重
要
と
な
る
。こ

こ
で
の「
同
調
」は
、日
米
が
反
撃（
攻
撃
）の
成
果
を
得

る
た
め
に
、米
軍
のA

ir Tasking C
ycle

（
A
T
サ

イ
ク
ル
）に
基
づ
く
指
揮
統
制
活
動
を
通
じ
て
密
接
な
連

携
を
図
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

米
軍
の
統
合
ド
ク
ト
リ
ン
文
書
で
は
、A
T
サ
イ
ク

ル
は「
統
合
指
揮
所
の
指
針
に
従
い
、計
画
、割
当
て
、

戦
力
配
分
、調
整
な
ど
を
通
じ
て
、効
果
的
及
び
効
率

的
に
航
空
戦
力
へ
任
務
付
与
す
る
反
復
的
か
つ
循
環

的
な
手
順
」と
定
義
さ
れ
て
い
る
   v

。こ
の
手
順
の
中
に

は
、攻
撃
目
標
選
定
、兵
器
割
当
等
の
決
定
手
順
が
含

ま
れ
て
い
る
。自
衛
隊
が
限
ら
れ
た
反
撃
力
を
も
っ
て

効
率
的
に
敵
の
キ
ル
・
チ
ェ
ー
ン
を
断
つ
役
割
を
果
た

し
、
米
軍
の
攻
撃
作
戦
に
寄
与
す
る
た
め
に
、こ
の

A
T
サ
イ
ク
ル
に
習
熟
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。今

後
、我
が
国
の
反
撃
能
力
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
、日
米

間
の
攻
撃
の
同
調
度
合
い
が
高
ま
れ
ば
、A
T
サ
イ
ク

ル
の
改
善
や
こ
れ
に
起
因
す
る
日
米
共
同
指
揮
所
活

動
の
見
直
し
の
必
要
性
も
生
じ
る
だ
ろ
う
。

（
2
）
共
同
C
2
の
観
点

　
中
国
の
A
2
／
A
D
脅
威
が
高
ま
る
中
に
あ
っ
て
、米

国
は
我
が
国
に
対
し
て
I
A
M
D
に
か
か
る
相
互
運
用

性
の
向
上
に
つ
い
て
一
層
の
理
解
と
協
力
を
求
め
て
く

る
こ
と
に
な
る
。こ
の
場
合
、最
大
の
課
題
と
予
測
さ
れ

る
の
が
、共
同
C
2
の
確
立
で
あ
る
。

　

同
盟
国
の
間
で
あ
っ
て
も
共
同
の
C
2
を
確
立
す
る

に
は
多
く
の
困
難
が
伴
う
。日
米
が
双
方
の
国
家
意
思
を

い
か
に
共
同
C
2
の
中
に
反
映
さ
せ
る
の
か
、国
家
機
密

情
報
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
保
証
は

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
と
い
っ
た
国
家
レ
ベ
ル
で
の
様
々

な
課
題
が
想
定
さ
れ
る
。さ
ら
に
自
衛
隊
及
び
米
軍
の

作
戦
運
用
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、I
A
M
D
実
施
に
際
し

て
防
空
と
B
M
D
に
共
通
す
る
部
隊
・
装
備
の
配
分
、重

要
防
護
地
域
・
目
標
の
選
定
、指
揮
権
の
委
任
・
委
譲
等
、

こ
れ
ま
で
時
間
を
要
し
て
い
た
指
揮
所
活
動
を
シ
ス
テ
ム

化
し
て
迅
速
に
行
う
こ
と
が
課
題
に
な
る
。こ
う
し
た
各

種
課
題
が
解
決
し
な
い
限
り
、共
同
C
2
の
確
立
は
お
ぼ

つ
か
な
い
。し
た
が
っ
て
、米
軍
に
先
ん
じ
て
自
衛
隊
内

に
お
け
る
C
2
の
統
合
化
を
実
現
さ
せ
、同
盟
調
整
メ
カ

ニ
ズ
ム
内
の
共
同
運
用
調
整
所
の
機
能
を
活
用
し
て
、日

米
共
同
C
2
の
早
期
確
立
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

（
3
）
継
戦
基
盤
の
観
点

　
日
米
が
共
同
で
I
A
M
D
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、消

極
的
防
御
に
該
当
す
る
作
戦
・
後
方
基
盤
の
構
築
及
び

維
持
が
極
め
て
重
要
に
な
る
。従
来
、自
衛
隊
は
各
種
作

戦
を
遂
行
す
る
際
に
米
軍
の
来
援
基
盤
の
確
保
を
考
慮

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、日
米
共
同
の
作
戦
・
後
方
の
基
盤

構
築
に
あ
た
っ
て
は
実
績
が
あ
る
が
、こ
の
点
も
作
戦
様

相
の
変
化
に
伴
っ
て
進
化
を
遂
げ
て
い
る
。昨
年
、中
国

の
A
2
／
A
D
脅
威
下
で
自
衛
隊
が
島
嶼
防
衛
作
戦
を

遂
行
し
な
が
ら
、米
軍
と
の
共
同
使
用
に
資
す
る
基
盤
を

構
築
す
る
上
で
、参
考
と
な
る
米
空
軍
の
ド
ク
ト
リ
ン
が

発
表
さ
れ
て
い
る
。『
迅
速
な
戦
闘
展
開
（A

g
ile 

C
o
m
b
at E

m
p
lo
ym
e
n
t:

A
C
E
）ド
ク
ト
リ

ン
』   vi
で
あ
る
。こ
れ
は
、米
軍
が
中
国
の
A
2
／
A
D
脅

威
下
に
お
い
て
も
、航
空
戦
力
の
特
性
を
最
大
限
発
揮
し
、

柔
軟
な
分
散
、機
動
運
用
に
よ
り
戦
力
保
全
を
図
る
と

と
も
に
、統
合
全
領
域
作
戦
の
中
核
と
な
る
航
空
作
戦

た
っ
て
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
防
護
の
観
点
か
ら
は
、衛
星
、サ

イ
バ
ー
及
び
E
M
P（
電
磁
パ
ル
ス
）攻
撃
に
対
す
る
抗

た
ん
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

攻
撃
の
観
点
で
は
、敵
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
破
壊
・
運
用

中
断
を
目
的
と
し
た
サ
イ
バ
ー
上
の
マ
ル
ウ
ェ
ア
及
び

E
M
P
等
に
よ
る
反
撃
力
も
保
有
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
3
）一
元
的
な
指
揮
統
制
の
観
点

　
近
代
戦
に
お
い
て
は
、軍
事
技
術
の
飛
躍
的
進
歩
に
伴

う
各
種
作
戦
の
進
展
は
さ
ら
に
迅
速
化
し
て
い
く
。こ
の

状
況
に
伴
い
、指
揮
統
制
に
お
け
る
意
思
決
定
の
速
度
が

作
戦
の
成
否
に
か
か
る
極
め
て
重
要
な
要
素
と
な
る
。

　
こ
の
た
め
、日
本
版
I
A
M
D
は
も
と
よ
り
、領
域
横

断
作
戦
全
体
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に
は
、自
衛
隊
間

の
指
揮
権
行
使
及
び
権
限
委
任
・
委
譲
に
関
わ
る
調
整
・

決
定
を
迅
速
か
つ
的
確
に
機
能
さ
せ
得
る
統
合
C
2
シ

ス
テ
ム
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
自
衛
隊
に
お
け
る
C
2
の
統
合
化
に
関
し
て
、現
在
で

も
顕
著
な
動
き
は
見
ら
れ
な
い
。こ
れ
自
体
は
技
術
・
予

算
の
問
題
よ
り
も
、C
2
に
か
か
る
権
限
・
責
任
の
範
囲

に
関
す
る
3
自
衛
隊
間
の
認
識
が
微
妙
に
異
な
る
こ
と

に
起
因
し
て
、統
合
運
用
上
の
権
限
・
責
任
及
び
指
揮
権

行
使
の
在
り
方
が
確
定
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。い
ず
れ
に
し
て
も
、C
2
統
合
の
検
討
が

長
引
く
こ
と
で
、米
軍
が
運
用
す
る
統
合
C
2
シ
ス
テ
ム

に
3
自
衛
隊
の
関
連
シ
ス
テ
ム
が
個
別
に
連
接
さ
れ
る

こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。我
が
国
が
効
果
的
に

日
本
版
I
A
M
D
を
含
む
領
域
横
断
作
戦
を
遂
行
す
る

た
め
に
は
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
統
合
化
と
統
合
C
2
シ
ス

テ
ム
の
実
装
化
は
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。

（
4
）
部
隊
の
展
開
及
び
防
護
等
の
観
点

　
防
勢
作
戦
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
自
衛
隊
は
、ミ
サ
イ
ル

飽
和
攻
撃
等
に
よ
り
一
部
戦
力
に
損
害
が
生
じ
た
場
合

で
も
、残
存
戦
力
の
再
編
等
を
実
施
し
て
、粘
り
強
く
戦

闘
を
継
続
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
特
に
、南
西
域
に
お
け
る
島
嶼
防
衛
作
戦
に
お
い
て
日

本
版
I
A
M
D
を
実
行
す
る
場
合
、要
時
要
域
に
お
け

る
航
空
優
勢
の
獲
得
、維
持
が
極
め
て
重
要
と
な
り
、事

前
に
人
員
、装
備
、燃
料
・
弾
薬
を
島
嶼
に
小
規
模
展
開

し
、部
隊
の
分
散
運
用
に
努
め
る
こ
と
に
な
る
。こ
の
際
、

各
部
隊
の
展
開
、撤
収
を
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
の
十
分

な
機
動
展
開
能
力
の
確
保
、並
び
に
展
開
先
に
お
け
る

施
設
の
抗
た
ん
化
、被
害
復
旧
資
器
材
の
増
強
等
が
伴
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、機
動
展
開
能
力
に
関
し
て
は
、戦
域

内
の
戦
術
空
輸
能
力
、回
転
翼
航
空
機
に
よ
る
端
末
輸
送

能
力
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
。分
散
パ
ッ
ト
の
整
備
、

滑
走
路
等
被
害
復
旧
用
機
材
の
取
得
、装
備
品
の
高
可
動

率
の
確
保
等
に
つ
い
て
も
決
し
て
十
分
と
は
言
え
な
い
状

態
で
あ
る
。こ
の
た
め
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
能
等
を
駆

使
し
て
、事
態
想
定
に
基
づ
き
関
連
装
備
・
補
用
品
及
び

後
方
用
資
器
材
等
の
具
体
的
な
所
要
数
量
を
算
出
し
た

上
で
、今
後
の
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
に
向
け
た
取
り
組

み
の
中
で
、着
実
な
備
蓄
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
継
続
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。日
米
が
共
同
で

こ
の
A
C
E
を
実
行
す
る
こ
と
は
、戦
力
の
損
耗
を
局
限

す
る
と
と
も
に
日
米
の
戦
力
発
揮
に
寄
与
す
る
こ
と
か

ら
、米
国
の
通
常
戦
力
に
よ
る
拡
大
抑
止
の
実
効
性
を

担
保
す
る
こ
と
に
も
な
る
。特
に
、我
が
国
と
し
て
は
、

南
西
域
に
お
け
る
民
間
空
港
や
港
湾
等
を
有
効
に
維
持

活
用
す
る
た
め
に
、特
定
公
共
施
設
等
利
用
法
が
発
動

で
き
る
事
態
を
拡
大
し
て
、事
前
の
物
資
等
の
集
積
、訓

練
等
が
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
ペ
ロ
シ
米
下
院
議
長
の
訪
台

と
い
う
外
交
上
の
行
為
に
対
し
て
、中
国
は
台
湾
周
辺
に

お
け
る
長
期
間
の
大
規
模
演
習
及
び
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発

射
と
い
う
軍
事
的
報
復
措
置
で
対
応
し
た
。今
後
と
も
、

米
国
が
台
湾
と
の
友
好
関
係
を
維
持
す
る
た
め
の
外
交

関
係
を
深
化
し
て
い
け
ば
、中
国
の
軍
事
的
反
応
は
激
化

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。今
後
、北
朝
鮮
と
同
様
に
、

中
国
が
平
素
か
ら
我
が
国
の
安
全
保
障
に
重
大
な
影
響

直
し
に
お
い
て
、反
撃
能
力
の
保
有
は
総
合
的
な
抑
止
力

の
一
環
と
し
て
保
有
す
る
こ
と
を
明
記
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、攻
防
各
能
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
兼
備
し
た
日

本
版
I
A
D
M
構
想
を
定
め
る
と
と
も
に
、速
や
か
に
そ

の
具
現
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
切
望
す
る
。我
が
国
が

自
ら
の
安
全
保
障
体
制
を
堅
持
し
続
け
る
た
め
の
時
間

的
な
猶
予
は
な
い
。

い
た
ち

P
A
R
T
3

日
本
版
I
A
M
D
の
構
築
を

目
指
す
上
で
の
課
題
及
び

防
衛
力
整
備
の
方
向
性

P
A
R
T
2

米
国
の
I
A
M
D
構
想
と

我
が
国
に
と
っ
て
の
有
用
性

0
3
5

0
3
4

本
論  

第
一
章　

ミ
サ
イ
ル
防
衛
と﹁
反
撃
能
力
﹂の
一
体
化﹁
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
﹂を
論
ず
︒  



を
及
ぼ
す
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
の
発
射
を
繰
り
返
す
こ
と

が
常
態
化
す
る
と
、日
中
両
国
間
の
緊
張
度
が
増
す
ば

か
り
で
な
く
、台
湾
海
峡
危
機
の
蓋
然
性
も
高
め
る
こ
と

に
な
る
。ひ
い
て
は
我
が
国
有
事
に
発
展
す
る
こ
と
が
十

分
予
期
さ
れ
る
。そ
の
場
合
に
は
、圧
倒
的
と
も
い
え
る

中
国
の
経
空
脅
威
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態

が
現
実
の
も
の
と
な
り
か
ね
な
い
。

　

従
来
の
発
想
に
捉
わ
れ
ず
我
が
国
が
日
本
版

I
A
M
D
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、日
米
が
共
同
で

I
A
M
D
体
制
の
強
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、冷
戦
後

の
米
国
の
核
戦
略
の
新
た
な
三
本
柱（
核
・
非
核
の
攻
撃

力
、ミ
サ
イ
ル
防
衛
、核
に
関
す
る
産
業
基
盤
）に
関
与
、

貢
献
す
る
こ
と
で
あ
り
、米
国
の
拡
大
抑
止
の
実
効
性
を

担
保
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
。ま
た
、中
国
に
よ
る
ミ
サ

イ
ル
飽
和
攻
撃
等
に
有
効
な
手
段
と
し
て
、日
米
共
同
の

I
A
M
D
能
力
を
確
保
す
る
こ
と
は
、グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
事

態
に
お
い
て
中
国
が
事
態
拡
大
の
支
配
権
を
握
る
こ
と

を
妨
げ
る
こ
と
と
な
り
、事
態
拡
大
を
抑
止
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
   vii
。

　
ま
ず
は
、今
年
末
に
予
定
さ
れ
る
戦
略
三
文
書
の
見

　

冷
戦
終
結
後
、大
量
破
壊
兵
器
と
そ
の
運
搬
手
段
と

な
り
得
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
技
術
の
拡
散
が
安
全
保
障
上

の
懸
念
と
さ
れ
る
中
、防
衛
庁
が
B
M
D
研
究
に
着
手

し
た
の
は
1
9
9
5
年
で
あ
っ
た
。1
9
9
8
年
8
月

末
、北
朝
鮮
が
テ
ポ
ド
ン
1
号
と
推
定
さ
れ
る
弾
道
ミ

サ
イ
ル
を
発
射
し
、日
本
列
島
上
空
を
通
過
し
て
三
陸

沖
太
平
洋
に
着
弾
す
る
事
案
が
生
起
し
た
。北
朝
鮮
が

我
が
国
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
技
術
を
手

に
入
れ
た
事
実
に
加
え
て
、検
討
中
と
は
い
え
対
処
す

る
手
段
を
何
ら
有
し
て
い
な
い
こ
と
に
防
衛
関
係
者
は

震
撼
さ
せ
ら
れ
た
。そ
の
後
、米
国
の
協
力
を
得
な
が
ら

B
M
D
体
制
の
構
築
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

主
対
象
は
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
で
あ
っ
た
。

　
当
時
の
我
が
国
に
お
け
る
B
M
D
体
制
の
整
備
方
針
は
、

航
空
機
等
へ
の
対
処
機
能
に
、弾
道
ミ
サ
イ
ル
へ
の
対
処

機
能
を
付
加
し
、防
空
能
力
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
あ
っ

た
。要
す
る
に
、B
M
D
専
用
の
装
備
や
部
隊
を
整
備
す

る
の
で
は
な
く
、既
存
の
陸
海
空
自
衛
隊
の
防
空
能
力
を

拡
充
し
つ
つ
、将
来
的
に
統
合
化
を
追
求
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。シ
ス
テ
ム
全
体
を
整
備
す
る
莫
大
な
経
費
の

点
か
ら
費
用
対
効
果
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
が
、国
民
の

生
命
を
守
る
た
め
に
不
作
為
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
、拒

否
的
抑
止
の
一
環
と
し
て
B
M
D
が
段
階
的
に
整
備
さ
れ

て
い
っ
た
。実
際
に
は
、B
M
D
体
制
整
備
は
2
0
0
4

年
か
ら
開
始
さ
れ
、イ
ー
ジ
ス
艦
搭
載
S
M-

3
ミ
サ
イ
ル

が
上
層
で
、ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
P
A
C-

3
が
下
層
で
迎
撃
す

る
多
層
防
衛
体
制
を
構
築
し
た
。

　

2
0
1
6
年
以
降
、多
種
の
ミ
サ
イ
ル
が
多
様
な
運

用
方
式
で
予
告
な
く
発
射
さ
れ
る
た
め
、常
時
、警
戒
待

機
に
あ
た
る
イ
ー
ジ
ス
艦
、P
A
C-

3
部
隊
の
人
員
・

装
備
に
か
か
る
負
担
は
重
く
、要
員
養
成
の
遅
滞
や
練

成
訓
練
時
間
の
減
少
等
に
よ
っ
て
、部
隊
の
作
戦
遂
行

能
力
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
案
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
課
題
の
解
決
と
常
時
即
応
態
勢
の
強
化
を

目
的
に
、B
M
D
能
力
の
向
上
策
の
研
究
及
び
自
衛
隊

に
お
け
る
防
空
と
B
M
D
の
統
合
の
在
り
方
検
討
が
実

施
さ
れ
た
。そ
の
結
果
と
し
て
、イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
に

代
わ
る
イ
ー
ジ
ス
・
シ
ス
テ
ム
搭
載
艦
整
備
の
閣
議
決
定
、

P
A
C-

3
M
S
E
の
導
入
等
と
い
っ
た
具
体
的
な
成
果

が
得
ら
れ
た
。他
方
、防
空
と
B
M
D
の
統
合
化
に
関
す

る
最
終
的
な
方
向
性
は
、い
ま
だ
に
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
2
0
1
8
年
、30
大
綱
に
お
い
て「
総
合
ミ
サ
イ
ル
防

空
」と
い
う
用
語
が
初
め
て
登
場
し
、今
年
度
の
防
衛
白

書
に
も
概
要
と
イ
メ
ー
ジ
図
が
掲
載
さ
れ
た
。そ
の
中
に

弾
道
ミ
サ
イ
ル
自
体
は
脅
威
対
象
と
し
て
包
含
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、こ
の
イ
メ
ー
ジ
図
と
並
ん
で「
B
M
D
整
備
構

想
・
運
用
構
想
」（
イ
メ
ー
ジ
図
）が
記
載
さ
れ
て
い
る
   i
。

こ
の
2
つ
の
イ
メ
ー
ジ
図
か
ら
は
、防
空
と
B
M
D
の
一

元
指
揮
・
同
時
運
用
の
姿
が
は
っ
き
り
し
な
い
上
に
、先

述
の
不
規
則
軌
道
及
び
極
超
音
速
の
ミ
サ
イ
ル
へ
の
対
処

構
想
も
見
え
て
こ
な
い
。さ
ら
に
反
撃
能
力
の
主
体
と

な
っ
て
い
る
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
と
の
関
連
性
が

曖
昧
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
か
ね
な
い
。む
し
ろ
現
下
の
経

空
脅
威
に
対
処
す
る
に
あ
た
り
、総
合
ミ
サ
イ
ル
防
空
で

は
限
界
が
あ
る
と
の
不
安
さ
え
生
じ
て
し
ま
う
。

　
こ
の
疑
念
を
払
拭
さ
せ
、我
が
国
全
土
に
お
け
る
防

護
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
、総
合
ミ
サ
イ
ル
防
空

能
力
及
び
反
撃
能
力
を
一
体
的
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、

機
動
展
開
能
力
及
び
持
続
性
・
強
靭
性
に
か
か
る
諸
施

　
航
空
総
隊
司
令
官
を
拝
命
し
た
翌
年
の
2
0
1
6
年
、

相
次
ぐ
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
応
す
る
た
め
、

「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
に
対
す
る
破
壊
措
置（
自
衛
隊
法
82

条
の
3
）」に
基
づ
き
、統
合
任
務
部
隊
指
揮
官
と
し
て
海

自
イ
ー
ジ
ス
艦
、空
自
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
P
A
C-

3
部
隊
等

を
指
揮
し
た
。1
9
8
0
年
代
、地
対
空
誘
導
弾
を
運
用

す
る
高
射
幹
部
と
し
て
、戦
闘
機
等
を
迎
撃
す
る
拠
点
防

空
を
担
っ
て
い
た
頃
に
は
、想
像
す
ら
出
来
な
か
っ
た
実
任

務
で
あ
っ
た
。

　
最
近
の
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
は
、ロ
シ

ア
の「
ア
ヴ
ァ
ン
ガ
ル
ド
」や「
イ
ス
カ
ン
デ
ル
」を
模
倣
し

た
極
超
音
速
滑
空
弾
や
不
規
則
軌
道（
低
高
度
で
上
昇
・
降

下
）す
る
ミ
サ
イ
ル
を
含
ん
で
お
り
、既
存
の
弾
道
ミ
サ
イ

ル
防
衛（B

allistic M
issile D

efense:

B
M
D
）

体
制
で
は
、対
処
困
難
な
新
た
な
脅
威
の
出
現
と
な
っ
て

い
る
。今
年
8
月
に
は
、ペ
ロ
シ
米
下
院
議
長
の
訪
台
に
反

発
し
た
中
国
が
台
湾
を
包
囲
す
る
よ
う
に
実
弾
射
撃
区
域

を
設
定
し
、弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
の
発
射
訓
練
を
実
施
し
た
。

そ
の
一
部
が
先
島
諸
島
の
排
他
的
経
済
水
域
内
に
着
弾
し

た
事
実
は
、台
湾
を
巡
っ
て
米
中
が
武
力
紛
争
に
発
展
し

た
場
合
、沖
縄
の
在
日
米
軍
基
地
の
み
な
ら
ず
我
が
国
南

西
域
全
体
が
中
国
の
A
2
／
A
D
の
脅
威
に
晒
さ
れ
る
と

い
う
厳
し
い
現
実
を
突
き
つ
け
た
。

　

我
が
国
の
B
M
D
体
制
は
、戦
域
レ
ベ
ル
で
は
最
も

実
効
性
が
高
い
と
米
軍
か
ら
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。し

か
し
、対
象
国
は
北
朝
鮮
だ
け
で
は
な
く
中
国
も
念
頭

に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、そ
の
経
空
脅
威
も
弾
道
ミ

サ
イ
ル
、巡
航
ミ
サ
イ
ル
、極
超
音
速
兵
器
、更
に
は
ス

テ
ル
ス
戦
闘
機
、無
人
機
等
と
多
様
化
し
て
い
る
。既
に

防
勢
的
な
拒
否
的
抑
止
の
限
界
が
露
呈
し
て
お
り
、従

来
の
発
想
に
捉
わ
れ
な
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、ミ
サ
イ
ル
防
衛
の「
盾
」と
な
る
機
能
の
強

化
と
同
時
に
、「
矛
」と
な
る
能
力
、並
び
に
消
極
的
防

御
の
能
力
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
抑
止
と
対
処
が

必
要
な
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、我
が
国
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
発
展
の
経
緯
と

現
状
を
概
観
し
た
上
で
、米
国
が
推
進
し
て
い
る
統
合
防

空
ミ
サ
イ
ル
防
衛（Integrated A

ir and M
issile 

D
efense:

I
A
M
D
）構
想
を
参
考
と
し
て
、我
が
国

独
自
の
統
合
型
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛（
日
本
版
I
A
M
D
）

を
構
築
す
る
上
で
の
課
題
及
び
防
衛
力
整
備
の
方
向
性
に

つ
い
て
述
べ
る
。最
後
に
日
米
共
同
の
I
A
M
D
を
効
率

的
に
運
用
す
る
た
め
の
着
意
を
提
言
す
る
。

戦
・
後
方
の
基
盤
を
確
保
す
る
こ
と
を
極
め
て
重
視
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。こ
れ
は
、我
が
国
が
30
大
綱
以
降
取
り

組
ん
で
い
る
強
靭
性
・
持
続
性
の
強
化
策
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
、燃
料
・
弾
薬
の
数
量
拡
大
と
相
ま
っ
て
継
戦
能
力
を

大
幅
に
向
上
さ
せ
る
と
い
う
考
え
に
直
結
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、多
様
化
す
る
経
空
脅
威
に
実
効
的
に
対
処

す
る
た
め
に
、
我
が
国
が
目
指
す
べ
き
日
本
版

I
A
M
D
の
体
制
整
備
を
行
う
上
で
の
課
題
と
そ
の
解

決
の
方
向
性
を
示
す
。

（
1
）キ
ル・
チ
ェ
ー
ン
を
断
つ
た
め
の
反
撃
力
の
観
点

　
現
在
、我
が
国
は
敵
の
攻
撃
を
効
果
的
に
阻
止
す
る
必

要
性
か
ら
、F-

35
A
に
搭
載
す
る
J
S
M
、J
A
S
S
M

の
導
入
、島
嶼
防
衛
用
高
速
滑
空
弾
の
研
究
、12
式
地
対

艦
誘
導
弾
能
力
向
上
型
の
開
発
等
を
念
頭
に
、ス
タ
ン

ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。

　
し
か
し
、我
が
国
の
反
撃
能
力
の
実
効
性
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、相
当
量
の
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
が
必
要
と
な
る

ほ
か
、常
時
継
続
的
な
情
報
収
集
・
警
戒
監
視
・
偵
察

（
I
S
R
）能
力
及
び
情
報
分
析（
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
）能

力
の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。こ
の
際
の
課
題
は
、周
回

衛
星
の
性
能
等
に
加
え
て
観
測
頻
度
と
デ
ー
タ
通
信
の

遅
延
時
間
に
あ
る
。観
測
頻
度
を
上
げ
て
長
射
程
ミ
サ
イ

ル
が
目
標
に
到
達
す
る
ま
で
の
間
、目
標
情
報
を
把
握
し

続
け
る
に
は
、数
十
機
の
周
回
衛
星
が
必
要
と
い
わ
れ
て

い
る
。ま
た
、デ
ー
タ
通
信
の
遅
延
時
間
の
短
縮
の
た
め

に
は
、通
信
衛
星
間
の
光
通
信
を
可
能
に
す
る
技
術
を

獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、真
に
実
効
性
の
あ
る
反
撃
力
を
保
有
す

る
た
め
に
は
、当
面
は
米
国
等
の
情
報
に
依
存
し
つ
つ
も
、

中
国
大
陸
沿
岸
部
を
含
む
我
が
国
周
辺
を
カ
バ
ー
で
き

る
日
米
共
同
の
衛
星
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
を
着

実
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
2
）統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
観
点

　

近
代
戦
の
特
徴
で
あ
る
迅
速
な
作
戦
遂
行
に
対
応
す

べ
く
、各
自
衛
隊
は
セ
ン
サ
ー
・
ト
ゥ
・
シ
ュ
ー
タ
ー（
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
入
手
し
た
情
報
を
精
密
誘
導
兵
器
と
の

間
で
共
有
し
要
撃
す
る
シ
ス
テ
ム
）構
想
の
下
、ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
現
状
で
は
、
各
自
衛
隊
に
お
い
て
セ
ン

サ
ー
・
ト
ゥ
・
シ
ュ
ー
タ
ー
を
可
能
に
す
る
装
備
は
、限
定

さ
れ
て
い
る
。課
題
と
し
て
は
、セ
ン
サ
ー
性
能
の
違
い

か
ら
生
じ
る
位
置
情
報
の
誤
差
を
は
じ
め
と
す
る
技
術

的
問
題
や
予
算
上
の
負
担
等
に
あ
る
。自
衛
隊
内
で
は

統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
獲
得
の
必
要
性
は
十
分
理
解
さ
れ

て
い
る
が
、3
自
衛
隊
を
跨
い
で
セ
ン
サ
ー
・
ト
ゥ
・

シ
ュ
ー
タ
ー
に
関
連
す
る
装
備
品
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す

る
段
階
に
は
、い
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。こ
う
し
た
状
況

の
中
で
、統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

当
初
か
ら
全
て
の
装
備
を
対
象
に
す
る
の
で
は
な
く
、能

力
発
揮
上
の
実
効
性
が
高
い
装
備
や
シ
ス
テ
ム
を
選
択

し
て
優
先
的
に
連
接
す
る
の
が
現
実
的
で
あ
る
。ま
た
、

今
後
開
発
す
る
装
備
等
に
つ
い
て
は
、セ
ン
サ
ー
・
ト
ゥ
・

シ
ュ
ー
タ
ー
構
想
を
前
提
に
す
る
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で

あ
る
。

　

な
お
、統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
あ

策
を
含
め
た
日
本
版
I
A
M
D
構
想
の
早
期
策
定
が
求

め
ら
れ
る
。

　

多
様
化
す
る
経
空
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
、米
国
が

I
A
M
D
構
想
を
打
ち
出
し
て
久
し
い
。2
0
1
7
年

4
月
改
訂
の
米
軍
統
合
文
書
J
P
3-

01
に
、「
敵
の
航

空
・
ミ
サ
イ
ル
能
力
か
ら
悪
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
力
を
無

効
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、米
本
土
と
米
国
の
国
益
を
防
衛

し
、統
合
部
隊
を
防
護
し
、行
動
の
自
由
を
可
能
に
す
る

た
め
に
行
う
諸
能
力
と
重
層
的
な
作
戦
の
統
合
」と
定

義
さ
れ
て
い
る
   ii

。防
衛
研
究
所
紀
要
に
掲
載
さ
れ
た
有

江
・
山
口
論
文
に
よ
る
と「
重
層
的
な
作
戦
の
統
合
」に

つ
い
て
は
、「
①
敵
の
策
源
地
に
対
す
る
攻
撃
作
戦
、②

防
空
作
戦
や
ミ
サ
イ
ル
防
衛
な
ど
の
積
極
防
衛
、③
偽
装

や
抗
た
ん
化
な
ど
に
よ
っ
て
被
害
局
限
す
る
た
め
の
消

極
防
衛
ー
の
大
き
く
3
つ
に
区
分
さ
れ
る
」と
あ
る
   iii
。つ

ま
り
、敵
の
策
源
地
に
対
す
る
攻
撃
に
よ
っ
て
ミ
サ
イ
ル

攻
撃
等
を
未
然
に
阻
止
す
る
作
戦
と
、敵
の
航
空
機
や
ミ

サ
イ
ル
を
撃
破
す
る
防
空
や
B
M
D
等
の
積
極
防
衛
、さ

ら
に
は
敵
の
攻
撃
か
ら
戦
力
を
保
全
す
る
と
と
も
に
作

戦
基
盤
を
防
護
す
る
消
極
防
衛
を
総
合
的
に
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、多
種
多
様
化
す
る
経
空
脅
威
に
対
抗
し
よ

う
と
す
る
構
想
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、こ
の
概
念
は
幅
広
く
、野
戦
砲
弾
、迫
撃
砲

弾
か
ら
、サ
イ
バ
ー
戦
、指
向
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
兵
器
、電
子

戦
等
の
非
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
兵
器
ま
で
を
含
ん
で
い
る
上

に
、米
軍
の
各
軍
種
の
あ
ら
ゆ
る
装
備
を
一
元
的
に
指
揮

統
制（C

om
m
and and C

ontrol:

C
2
）す
る
シ

ス
テ
ム
が
必
要
と
さ
れ
、将
来
的
に
課
題
が
多
い
と
見
ら

れ
て
い
た
。し
か
し
、米
国
の
戦
略
予
算
評
価
セ
ン
タ
ー

（
C
S
B
A
）が
2
0
2
0
年
1
月
に
発
表
し
た
報
告
書

『
米
空
軍
の
将
来
の
戦
闘
空
軍
力
に
関
す
る
5
つ
の
優
先

事
項
』   iv
で
は
、「
I
A
M
D
能
力
な
し
に
は
、前
線
基
地

か
ら
戦
闘
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、強
靭

な
前
方
展
開
態
勢
を
構
築
す
る
た
め
に
優
先
度
の
高
い

能
力
の
一
つ
」と
I
A
M
D
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　
こ
の
I
A
M
D
構
想
が
我
が
国
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る

理
由
は
、次
の
三
つ
で
あ
る
。ま
ず
第
一
に
、敵
の
策
源
地

に
対
す
る
攻
勢
的
作
戦
が
防
勢
的
作
戦
と
一
体
と
な
っ
て

実
施
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。敵
の
ミ
サ
イ
ル
技
術
開
発
と
我

の
防
護
体
制
の
強
化
と
の
間
で
鼬
ご
っ
こ
を
繰
り
返
し
て

も
、防
勢
の
不
利
を
完
全
に
克
服
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。し
か
し
、限
定
的
と
は
い
え
敵
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
未

然
に
阻
止
で
き
る
能
力
を
備
え
れ
ば
、拒
否
的
抑
止
力
の

実
効
性
を
高
め
る
上
で
有
効
と
な
る
。こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

戦
略
三
文
書
見
直
し
に
向
け
た
自
民
党
提
言
で
も「
弾
道

ミ
サ
イ
ル
を
含
む
我
が
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
に
対
す
る

反
撃
力
」の
保
有
を
求
め
て
い
る
。第
二
に
、従
来
の
防
空

作
戦
と
B
M
D
対
処
を
一
元
・
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
を

作
戦
運
用
の
基
本
と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。こ
の
点
で
は
、

我
が
国
の
総
合
ミ
サ
イ
ル
防
空
も
同
様
な
概
念
で
あ
る
と

い
え
る
。シ
ス
テ
ム
化
す
る
上
で
の
技
術
的
問
題
が
あ
る
ほ

か
、自
衛
隊
自
体
が
指
揮
権
行
使
等
に
関
す
る
検
討
課
題

を
抱
え
て
い
る
が
、日
本
版
I
A
M
D
を
実
現
す
る
た
め

の
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。最
後
に
、部
隊
の
機
動

展
開
能
力
、防
護
・
被
害
復
旧
能
力
等
の
強
化
に
よ
る
作

（
1
）
効
果
的
な
反
撃
の
観
点

　

我
が
国
が
段
階
的
に
反
撃
力
を
整
備
し
、そ
の
能
力

を
発
揮
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
ほ
ど
、米
軍
が
実
施
す

る
攻
撃
作
戦
と
の「
同
調
」が
極
め
て
重
要
と
な
る
。こ

こ
で
の「
同
調
」は
、日
米
が
反
撃（
攻
撃
）の
成
果
を
得

る
た
め
に
、米
軍
のA

ir Tasking C
ycle

（
A
T
サ

イ
ク
ル
）に
基
づ
く
指
揮
統
制
活
動
を
通
じ
て
密
接
な
連

携
を
図
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

米
軍
の
統
合
ド
ク
ト
リ
ン
文
書
で
は
、A
T
サ
イ
ク

ル
は「
統
合
指
揮
所
の
指
針
に
従
い
、計
画
、割
当
て
、

戦
力
配
分
、調
整
な
ど
を
通
じ
て
、効
果
的
及
び
効
率

的
に
航
空
戦
力
へ
任
務
付
与
す
る
反
復
的
か
つ
循
環

的
な
手
順
」と
定
義
さ
れ
て
い
る
   v

。こ
の
手
順
の
中
に

は
、攻
撃
目
標
選
定
、兵
器
割
当
等
の
決
定
手
順
が
含

ま
れ
て
い
る
。自
衛
隊
が
限
ら
れ
た
反
撃
力
を
も
っ
て

効
率
的
に
敵
の
キ
ル
・
チ
ェ
ー
ン
を
断
つ
役
割
を
果
た

し
、
米
軍
の
攻
撃
作
戦
に
寄
与
す
る
た
め
に
、こ
の

A
T
サ
イ
ク
ル
に
習
熟
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。今

後
、我
が
国
の
反
撃
能
力
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
、日
米

間
の
攻
撃
の
同
調
度
合
い
が
高
ま
れ
ば
、A
T
サ
イ
ク

ル
の
改
善
や
こ
れ
に
起
因
す
る
日
米
共
同
指
揮
所
活

動
の
見
直
し
の
必
要
性
も
生
じ
る
だ
ろ
う
。

（
2
）
共
同
C
2
の
観
点

　
中
国
の
A
2
／
A
D
脅
威
が
高
ま
る
中
に
あ
っ
て
、米

国
は
我
が
国
に
対
し
て
I
A
M
D
に
か
か
る
相
互
運
用

性
の
向
上
に
つ
い
て
一
層
の
理
解
と
協
力
を
求
め
て
く

る
こ
と
に
な
る
。こ
の
場
合
、最
大
の
課
題
と
予
測
さ
れ

る
の
が
、共
同
C
2
の
確
立
で
あ
る
。

　

同
盟
国
の
間
で
あ
っ
て
も
共
同
の
C
2
を
確
立
す
る

に
は
多
く
の
困
難
が
伴
う
。日
米
が
双
方
の
国
家
意
思
を

い
か
に
共
同
C
2
の
中
に
反
映
さ
せ
る
の
か
、国
家
機
密

情
報
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
保
証
は

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
と
い
っ
た
国
家
レ
ベ
ル
で
の
様
々

な
課
題
が
想
定
さ
れ
る
。さ
ら
に
自
衛
隊
及
び
米
軍
の

作
戦
運
用
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、I
A
M
D
実
施
に
際
し

て
防
空
と
B
M
D
に
共
通
す
る
部
隊
・
装
備
の
配
分
、重

要
防
護
地
域
・
目
標
の
選
定
、指
揮
権
の
委
任
・
委
譲
等
、

こ
れ
ま
で
時
間
を
要
し
て
い
た
指
揮
所
活
動
を
シ
ス
テ
ム

化
し
て
迅
速
に
行
う
こ
と
が
課
題
に
な
る
。こ
う
し
た
各

種
課
題
が
解
決
し
な
い
限
り
、共
同
C
2
の
確
立
は
お
ぼ

つ
か
な
い
。し
た
が
っ
て
、米
軍
に
先
ん
じ
て
自
衛
隊
内

に
お
け
る
C
2
の
統
合
化
を
実
現
さ
せ
、同
盟
調
整
メ
カ

ニ
ズ
ム
内
の
共
同
運
用
調
整
所
の
機
能
を
活
用
し
て
、日

米
共
同
C
2
の
早
期
確
立
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

（
3
）
継
戦
基
盤
の
観
点

　
日
米
が
共
同
で
I
A
M
D
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、消

極
的
防
御
に
該
当
す
る
作
戦
・
後
方
基
盤
の
構
築
及
び

維
持
が
極
め
て
重
要
に
な
る
。従
来
、自
衛
隊
は
各
種
作

戦
を
遂
行
す
る
際
に
米
軍
の
来
援
基
盤
の
確
保
を
考
慮

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、日
米
共
同
の
作
戦
・
後
方
の
基
盤

構
築
に
あ
た
っ
て
は
実
績
が
あ
る
が
、こ
の
点
も
作
戦
様

相
の
変
化
に
伴
っ
て
進
化
を
遂
げ
て
い
る
。昨
年
、中
国

の
A
2
／
A
D
脅
威
下
で
自
衛
隊
が
島
嶼
防
衛
作
戦
を

遂
行
し
な
が
ら
、米
軍
と
の
共
同
使
用
に
資
す
る
基
盤
を

構
築
す
る
上
で
、参
考
と
な
る
米
空
軍
の
ド
ク
ト
リ
ン
が

発
表
さ
れ
て
い
る
。『
迅
速
な
戦
闘
展
開
（A

g
ile 

C
o
m
b
at E

m
p
lo
ym
e
n
t:

A
C
E
）ド
ク
ト
リ

ン
』   vi
で
あ
る
。こ
れ
は
、米
軍
が
中
国
の
A
2
／
A
D
脅

威
下
に
お
い
て
も
、航
空
戦
力
の
特
性
を
最
大
限
発
揮
し
、

柔
軟
な
分
散
、機
動
運
用
に
よ
り
戦
力
保
全
を
図
る
と

と
も
に
、統
合
全
領
域
作
戦
の
中
核
と
な
る
航
空
作
戦

た
っ
て
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
防
護
の
観
点
か
ら
は
、衛
星
、サ

イ
バ
ー
及
び
E
M
P（
電
磁
パ
ル
ス
）攻
撃
に
対
す
る
抗

た
ん
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

攻
撃
の
観
点
で
は
、敵
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
破
壊
・
運
用

中
断
を
目
的
と
し
た
サ
イ
バ
ー
上
の
マ
ル
ウ
ェ
ア
及
び

E
M
P
等
に
よ
る
反
撃
力
も
保
有
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
3
）一
元
的
な
指
揮
統
制
の
観
点

　
近
代
戦
に
お
い
て
は
、軍
事
技
術
の
飛
躍
的
進
歩
に
伴

う
各
種
作
戦
の
進
展
は
さ
ら
に
迅
速
化
し
て
い
く
。こ
の

状
況
に
伴
い
、指
揮
統
制
に
お
け
る
意
思
決
定
の
速
度
が

作
戦
の
成
否
に
か
か
る
極
め
て
重
要
な
要
素
と
な
る
。

　
こ
の
た
め
、日
本
版
I
A
M
D
は
も
と
よ
り
、領
域
横

断
作
戦
全
体
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に
は
、自
衛
隊
間

の
指
揮
権
行
使
及
び
権
限
委
任
・
委
譲
に
関
わ
る
調
整
・

決
定
を
迅
速
か
つ
的
確
に
機
能
さ
せ
得
る
統
合
C
2
シ

ス
テ
ム
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
自
衛
隊
に
お
け
る
C
2
の
統
合
化
に
関
し
て
、現
在
で

も
顕
著
な
動
き
は
見
ら
れ
な
い
。こ
れ
自
体
は
技
術
・
予

算
の
問
題
よ
り
も
、C
2
に
か
か
る
権
限
・
責
任
の
範
囲

に
関
す
る
3
自
衛
隊
間
の
認
識
が
微
妙
に
異
な
る
こ
と

に
起
因
し
て
、統
合
運
用
上
の
権
限
・
責
任
及
び
指
揮
権

行
使
の
在
り
方
が
確
定
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。い
ず
れ
に
し
て
も
、C
2
統
合
の
検
討
が

長
引
く
こ
と
で
、米
軍
が
運
用
す
る
統
合
C
2
シ
ス
テ
ム

に
3
自
衛
隊
の
関
連
シ
ス
テ
ム
が
個
別
に
連
接
さ
れ
る

こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。我
が
国
が
効
果
的
に

日
本
版
I
A
M
D
を
含
む
領
域
横
断
作
戦
を
遂
行
す
る

た
め
に
は
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
統
合
化
と
統
合
C
2
シ
ス

テ
ム
の
実
装
化
は
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。

（
4
）
部
隊
の
展
開
及
び
防
護
等
の
観
点

　
防
勢
作
戦
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
自
衛
隊
は
、ミ
サ
イ
ル

飽
和
攻
撃
等
に
よ
り
一
部
戦
力
に
損
害
が
生
じ
た
場
合

で
も
、残
存
戦
力
の
再
編
等
を
実
施
し
て
、粘
り
強
く
戦

闘
を
継
続
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
特
に
、南
西
域
に
お
け
る
島
嶼
防
衛
作
戦
に
お
い
て
日

本
版
I
A
M
D
を
実
行
す
る
場
合
、要
時
要
域
に
お
け

る
航
空
優
勢
の
獲
得
、維
持
が
極
め
て
重
要
と
な
り
、事

前
に
人
員
、装
備
、燃
料
・
弾
薬
を
島
嶼
に
小
規
模
展
開

し
、部
隊
の
分
散
運
用
に
努
め
る
こ
と
に
な
る
。こ
の
際
、

各
部
隊
の
展
開
、撤
収
を
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
の
十
分

な
機
動
展
開
能
力
の
確
保
、並
び
に
展
開
先
に
お
け
る

施
設
の
抗
た
ん
化
、被
害
復
旧
資
器
材
の
増
強
等
が
伴
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、機
動
展
開
能
力
に
関
し
て
は
、戦
域

内
の
戦
術
空
輸
能
力
、回
転
翼
航
空
機
に
よ
る
端
末
輸
送

能
力
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
。分
散
パ
ッ
ト
の
整
備
、

滑
走
路
等
被
害
復
旧
用
機
材
の
取
得
、装
備
品
の
高
可
動

率
の
確
保
等
に
つ
い
て
も
決
し
て
十
分
と
は
言
え
な
い
状

態
で
あ
る
。こ
の
た
め
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
能
等
を
駆

使
し
て
、事
態
想
定
に
基
づ
き
関
連
装
備
・
補
用
品
及
び

後
方
用
資
器
材
等
の
具
体
的
な
所
要
数
量
を
算
出
し
た

上
で
、今
後
の
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
に
向
け
た
取
り
組

み
の
中
で
、着
実
な
備
蓄
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
継
続
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。日
米
が
共
同
で

こ
の
A
C
E
を
実
行
す
る
こ
と
は
、戦
力
の
損
耗
を
局
限

す
る
と
と
も
に
日
米
の
戦
力
発
揮
に
寄
与
す
る
こ
と
か

ら
、米
国
の
通
常
戦
力
に
よ
る
拡
大
抑
止
の
実
効
性
を

担
保
す
る
こ
と
に
も
な
る
。特
に
、我
が
国
と
し
て
は
、

南
西
域
に
お
け
る
民
間
空
港
や
港
湾
等
を
有
効
に
維
持

活
用
す
る
た
め
に
、特
定
公
共
施
設
等
利
用
法
が
発
動

で
き
る
事
態
を
拡
大
し
て
、事
前
の
物
資
等
の
集
積
、訓

練
等
が
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
ペ
ロ
シ
米
下
院
議
長
の
訪
台

と
い
う
外
交
上
の
行
為
に
対
し
て
、中
国
は
台
湾
周
辺
に

お
け
る
長
期
間
の
大
規
模
演
習
及
び
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発

射
と
い
う
軍
事
的
報
復
措
置
で
対
応
し
た
。今
後
と
も
、

米
国
が
台
湾
と
の
友
好
関
係
を
維
持
す
る
た
め
の
外
交

関
係
を
深
化
し
て
い
け
ば
、中
国
の
軍
事
的
反
応
は
激
化

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。今
後
、北
朝
鮮
と
同
様
に
、

中
国
が
平
素
か
ら
我
が
国
の
安
全
保
障
に
重
大
な
影
響

直
し
に
お
い
て
、反
撃
能
力
の
保
有
は
総
合
的
な
抑
止
力

の
一
環
と
し
て
保
有
す
る
こ
と
を
明
記
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、攻
防
各
能
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
兼
備
し
た
日

本
版
I
A
D
M
構
想
を
定
め
る
と
と
も
に
、速
や
か
に
そ

の
具
現
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
切
望
す
る
。我
が
国
が

自
ら
の
安
全
保
障
体
制
を
堅
持
し
続
け
る
た
め
の
時
間

的
な
猶
予
は
な
い
。

P
A
R
T
4

日
米
共
同
で
I
A
M
D
を
有
効
に

運
用
す
る
た
め
の
提
言

0
3
7

0
3
6

本
論  

第
一
章　

ミ
サ
イ
ル
防
衛
と﹁
反
撃
能
力
﹂の
一
体
化﹁
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
﹂を
論
ず
︒  



を
及
ぼ
す
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
の
発
射
を
繰
り
返
す
こ
と

が
常
態
化
す
る
と
、日
中
両
国
間
の
緊
張
度
が
増
す
ば

か
り
で
な
く
、台
湾
海
峡
危
機
の
蓋
然
性
も
高
め
る
こ
と

に
な
る
。ひ
い
て
は
我
が
国
有
事
に
発
展
す
る
こ
と
が
十

分
予
期
さ
れ
る
。そ
の
場
合
に
は
、圧
倒
的
と
も
い
え
る

中
国
の
経
空
脅
威
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態

が
現
実
の
も
の
と
な
り
か
ね
な
い
。

　

従
来
の
発
想
に
捉
わ
れ
ず
我
が
国
が
日
本
版

I
A
M
D
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、日
米
が
共
同
で

I
A
M
D
体
制
の
強
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、冷
戦
後

の
米
国
の
核
戦
略
の
新
た
な
三
本
柱（
核
・
非
核
の
攻
撃

力
、ミ
サ
イ
ル
防
衛
、核
に
関
す
る
産
業
基
盤
）に
関
与
、

貢
献
す
る
こ
と
で
あ
り
、米
国
の
拡
大
抑
止
の
実
効
性
を

担
保
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
。ま
た
、中
国
に
よ
る
ミ
サ

イ
ル
飽
和
攻
撃
等
に
有
効
な
手
段
と
し
て
、日
米
共
同
の

I
A
M
D
能
力
を
確
保
す
る
こ
と
は
、グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
事

態
に
お
い
て
中
国
が
事
態
拡
大
の
支
配
権
を
握
る
こ
と

を
妨
げ
る
こ
と
と
な
り
、事
態
拡
大
を
抑
止
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
   vii
。

　
ま
ず
は
、今
年
末
に
予
定
さ
れ
る
戦
略
三
文
書
の
見

　

冷
戦
終
結
後
、大
量
破
壊
兵
器
と
そ
の
運
搬
手
段
と

な
り
得
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
技
術
の
拡
散
が
安
全
保
障
上

の
懸
念
と
さ
れ
る
中
、防
衛
庁
が
B
M
D
研
究
に
着
手

し
た
の
は
1
9
9
5
年
で
あ
っ
た
。1
9
9
8
年
8
月

末
、北
朝
鮮
が
テ
ポ
ド
ン
1
号
と
推
定
さ
れ
る
弾
道
ミ

サ
イ
ル
を
発
射
し
、日
本
列
島
上
空
を
通
過
し
て
三
陸

沖
太
平
洋
に
着
弾
す
る
事
案
が
生
起
し
た
。北
朝
鮮
が

我
が
国
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
技
術
を
手

に
入
れ
た
事
実
に
加
え
て
、検
討
中
と
は
い
え
対
処
す

る
手
段
を
何
ら
有
し
て
い
な
い
こ
と
に
防
衛
関
係
者
は

震
撼
さ
せ
ら
れ
た
。そ
の
後
、米
国
の
協
力
を
得
な
が
ら

B
M
D
体
制
の
構
築
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

主
対
象
は
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
で
あ
っ
た
。

　
当
時
の
我
が
国
に
お
け
る
B
M
D
体
制
の
整
備
方
針
は
、

航
空
機
等
へ
の
対
処
機
能
に
、弾
道
ミ
サ
イ
ル
へ
の
対
処

機
能
を
付
加
し
、防
空
能
力
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
あ
っ

た
。要
す
る
に
、B
M
D
専
用
の
装
備
や
部
隊
を
整
備
す

る
の
で
は
な
く
、既
存
の
陸
海
空
自
衛
隊
の
防
空
能
力
を

拡
充
し
つ
つ
、将
来
的
に
統
合
化
を
追
求
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。シ
ス
テ
ム
全
体
を
整
備
す
る
莫
大
な
経
費
の

点
か
ら
費
用
対
効
果
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
が
、国
民
の

生
命
を
守
る
た
め
に
不
作
為
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
、拒

否
的
抑
止
の
一
環
と
し
て
B
M
D
が
段
階
的
に
整
備
さ
れ

て
い
っ
た
。実
際
に
は
、B
M
D
体
制
整
備
は
2
0
0
4

年
か
ら
開
始
さ
れ
、イ
ー
ジ
ス
艦
搭
載
S
M-

3
ミ
サ
イ
ル

が
上
層
で
、ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
P
A
C-

3
が
下
層
で
迎
撃
す

る
多
層
防
衛
体
制
を
構
築
し
た
。

　

2
0
1
6
年
以
降
、多
種
の
ミ
サ
イ
ル
が
多
様
な
運

用
方
式
で
予
告
な
く
発
射
さ
れ
る
た
め
、常
時
、警
戒
待

機
に
あ
た
る
イ
ー
ジ
ス
艦
、P
A
C-

3
部
隊
の
人
員
・

装
備
に
か
か
る
負
担
は
重
く
、要
員
養
成
の
遅
滞
や
練

成
訓
練
時
間
の
減
少
等
に
よ
っ
て
、部
隊
の
作
戦
遂
行

能
力
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
案
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
課
題
の
解
決
と
常
時
即
応
態
勢
の
強
化
を

目
的
に
、B
M
D
能
力
の
向
上
策
の
研
究
及
び
自
衛
隊

に
お
け
る
防
空
と
B
M
D
の
統
合
の
在
り
方
検
討
が
実

施
さ
れ
た
。そ
の
結
果
と
し
て
、イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
に

代
わ
る
イ
ー
ジ
ス
・
シ
ス
テ
ム
搭
載
艦
整
備
の
閣
議
決
定
、

P
A
C-

3
M
S
E
の
導
入
等
と
い
っ
た
具
体
的
な
成
果

が
得
ら
れ
た
。他
方
、防
空
と
B
M
D
の
統
合
化
に
関
す

る
最
終
的
な
方
向
性
は
、い
ま
だ
に
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
2
0
1
8
年
、30
大
綱
に
お
い
て「
総
合
ミ
サ
イ
ル
防

空
」と
い
う
用
語
が
初
め
て
登
場
し
、今
年
度
の
防
衛
白

書
に
も
概
要
と
イ
メ
ー
ジ
図
が
掲
載
さ
れ
た
。そ
の
中
に

弾
道
ミ
サ
イ
ル
自
体
は
脅
威
対
象
と
し
て
包
含
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、こ
の
イ
メ
ー
ジ
図
と
並
ん
で「
B
M
D
整
備
構

想
・
運
用
構
想
」（
イ
メ
ー
ジ
図
）が
記
載
さ
れ
て
い
る
   i
。

こ
の
2
つ
の
イ
メ
ー
ジ
図
か
ら
は
、防
空
と
B
M
D
の
一

元
指
揮
・
同
時
運
用
の
姿
が
は
っ
き
り
し
な
い
上
に
、先

述
の
不
規
則
軌
道
及
び
極
超
音
速
の
ミ
サ
イ
ル
へ
の
対
処

構
想
も
見
え
て
こ
な
い
。さ
ら
に
反
撃
能
力
の
主
体
と

な
っ
て
い
る
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
と
の
関
連
性
が

曖
昧
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
か
ね
な
い
。む
し
ろ
現
下
の
経

空
脅
威
に
対
処
す
る
に
あ
た
り
、総
合
ミ
サ
イ
ル
防
空
で

は
限
界
が
あ
る
と
の
不
安
さ
え
生
じ
て
し
ま
う
。

　
こ
の
疑
念
を
払
拭
さ
せ
、我
が
国
全
土
に
お
け
る
防

護
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
、総
合
ミ
サ
イ
ル
防
空

能
力
及
び
反
撃
能
力
を
一
体
的
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、

機
動
展
開
能
力
及
び
持
続
性
・
強
靭
性
に
か
か
る
諸
施

　
航
空
総
隊
司
令
官
を
拝
命
し
た
翌
年
の
2
0
1
6
年
、

相
次
ぐ
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
応
す
る
た
め
、

「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
に
対
す
る
破
壊
措
置（
自
衛
隊
法
82

条
の
3
）」に
基
づ
き
、統
合
任
務
部
隊
指
揮
官
と
し
て
海

自
イ
ー
ジ
ス
艦
、空
自
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
P
A
C-

3
部
隊
等

を
指
揮
し
た
。1
9
8
0
年
代
、地
対
空
誘
導
弾
を
運
用

す
る
高
射
幹
部
と
し
て
、戦
闘
機
等
を
迎
撃
す
る
拠
点
防

空
を
担
っ
て
い
た
頃
に
は
、想
像
す
ら
出
来
な
か
っ
た
実
任

務
で
あ
っ
た
。

　
最
近
の
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
は
、ロ
シ

ア
の「
ア
ヴ
ァ
ン
ガ
ル
ド
」や「
イ
ス
カ
ン
デ
ル
」を
模
倣
し

た
極
超
音
速
滑
空
弾
や
不
規
則
軌
道（
低
高
度
で
上
昇
・
降

下
）す
る
ミ
サ
イ
ル
を
含
ん
で
お
り
、既
存
の
弾
道
ミ
サ
イ

ル
防
衛（B

allistic M
issile D

efense:

B
M
D
）

体
制
で
は
、対
処
困
難
な
新
た
な
脅
威
の
出
現
と
な
っ
て

い
る
。今
年
8
月
に
は
、ペ
ロ
シ
米
下
院
議
長
の
訪
台
に
反

発
し
た
中
国
が
台
湾
を
包
囲
す
る
よ
う
に
実
弾
射
撃
区
域

を
設
定
し
、弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
の
発
射
訓
練
を
実
施
し
た
。

そ
の
一
部
が
先
島
諸
島
の
排
他
的
経
済
水
域
内
に
着
弾
し

た
事
実
は
、台
湾
を
巡
っ
て
米
中
が
武
力
紛
争
に
発
展
し

た
場
合
、沖
縄
の
在
日
米
軍
基
地
の
み
な
ら
ず
我
が
国
南

西
域
全
体
が
中
国
の
A
2
／
A
D
の
脅
威
に
晒
さ
れ
る
と

い
う
厳
し
い
現
実
を
突
き
つ
け
た
。

　

我
が
国
の
B
M
D
体
制
は
、戦
域
レ
ベ
ル
で
は
最
も

実
効
性
が
高
い
と
米
軍
か
ら
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。し

か
し
、対
象
国
は
北
朝
鮮
だ
け
で
は
な
く
中
国
も
念
頭

に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、そ
の
経
空
脅
威
も
弾
道
ミ

サ
イ
ル
、巡
航
ミ
サ
イ
ル
、極
超
音
速
兵
器
、更
に
は
ス

テ
ル
ス
戦
闘
機
、無
人
機
等
と
多
様
化
し
て
い
る
。既
に

防
勢
的
な
拒
否
的
抑
止
の
限
界
が
露
呈
し
て
お
り
、従

来
の
発
想
に
捉
わ
れ
な
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、ミ
サ
イ
ル
防
衛
の「
盾
」と
な
る
機
能
の
強

化
と
同
時
に
、「
矛
」と
な
る
能
力
、並
び
に
消
極
的
防

御
の
能
力
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
抑
止
と
対
処
が

必
要
な
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、我
が
国
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
発
展
の
経
緯
と

現
状
を
概
観
し
た
上
で
、米
国
が
推
進
し
て
い
る
統
合
防

空
ミ
サ
イ
ル
防
衛（Integrated A

ir and M
issile 

D
efense:

I
A
M
D
）構
想
を
参
考
と
し
て
、我
が
国

独
自
の
統
合
型
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛（
日
本
版
I
A
M
D
）

を
構
築
す
る
上
で
の
課
題
及
び
防
衛
力
整
備
の
方
向
性
に

つ
い
て
述
べ
る
。最
後
に
日
米
共
同
の
I
A
M
D
を
効
率

的
に
運
用
す
る
た
め
の
着
意
を
提
言
す
る
。

戦
・
後
方
の
基
盤
を
確
保
す
る
こ
と
を
極
め
て
重
視
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。こ
れ
は
、我
が
国
が
30
大
綱
以
降
取
り

組
ん
で
い
る
強
靭
性
・
持
続
性
の
強
化
策
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
、燃
料
・
弾
薬
の
数
量
拡
大
と
相
ま
っ
て
継
戦
能
力
を

大
幅
に
向
上
さ
せ
る
と
い
う
考
え
に
直
結
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、多
様
化
す
る
経
空
脅
威
に
実
効
的
に
対
処

す
る
た
め
に
、
我
が
国
が
目
指
す
べ
き
日
本
版

I
A
M
D
の
体
制
整
備
を
行
う
上
で
の
課
題
と
そ
の
解

決
の
方
向
性
を
示
す
。

（
1
）キ
ル・
チ
ェ
ー
ン
を
断
つ
た
め
の
反
撃
力
の
観
点

　
現
在
、我
が
国
は
敵
の
攻
撃
を
効
果
的
に
阻
止
す
る
必

要
性
か
ら
、F-

35
A
に
搭
載
す
る
J
S
M
、J
A
S
S
M

の
導
入
、島
嶼
防
衛
用
高
速
滑
空
弾
の
研
究
、12
式
地
対

艦
誘
導
弾
能
力
向
上
型
の
開
発
等
を
念
頭
に
、ス
タ
ン

ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。

　
し
か
し
、我
が
国
の
反
撃
能
力
の
実
効
性
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、相
当
量
の
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
が
必
要
と
な
る

ほ
か
、常
時
継
続
的
な
情
報
収
集
・
警
戒
監
視
・
偵
察

（
I
S
R
）能
力
及
び
情
報
分
析（
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
）能

力
の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。こ
の
際
の
課
題
は
、周
回

衛
星
の
性
能
等
に
加
え
て
観
測
頻
度
と
デ
ー
タ
通
信
の

遅
延
時
間
に
あ
る
。観
測
頻
度
を
上
げ
て
長
射
程
ミ
サ
イ

ル
が
目
標
に
到
達
す
る
ま
で
の
間
、目
標
情
報
を
把
握
し

続
け
る
に
は
、数
十
機
の
周
回
衛
星
が
必
要
と
い
わ
れ
て

い
る
。ま
た
、デ
ー
タ
通
信
の
遅
延
時
間
の
短
縮
の
た
め

に
は
、通
信
衛
星
間
の
光
通
信
を
可
能
に
す
る
技
術
を

獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、真
に
実
効
性
の
あ
る
反
撃
力
を
保
有
す

る
た
め
に
は
、当
面
は
米
国
等
の
情
報
に
依
存
し
つ
つ
も
、

中
国
大
陸
沿
岸
部
を
含
む
我
が
国
周
辺
を
カ
バ
ー
で
き

る
日
米
共
同
の
衛
星
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
を
着

実
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
2
）統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
観
点

　

近
代
戦
の
特
徴
で
あ
る
迅
速
な
作
戦
遂
行
に
対
応
す

べ
く
、各
自
衛
隊
は
セ
ン
サ
ー
・
ト
ゥ
・
シ
ュ
ー
タ
ー（
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
入
手
し
た
情
報
を
精
密
誘
導
兵
器
と
の

間
で
共
有
し
要
撃
す
る
シ
ス
テ
ム
）構
想
の
下
、ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
現
状
で
は
、
各
自
衛
隊
に
お
い
て
セ
ン

サ
ー
・
ト
ゥ
・
シ
ュ
ー
タ
ー
を
可
能
に
す
る
装
備
は
、限
定

さ
れ
て
い
る
。課
題
と
し
て
は
、セ
ン
サ
ー
性
能
の
違
い

か
ら
生
じ
る
位
置
情
報
の
誤
差
を
は
じ
め
と
す
る
技
術

的
問
題
や
予
算
上
の
負
担
等
に
あ
る
。自
衛
隊
内
で
は

統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
獲
得
の
必
要
性
は
十
分
理
解
さ
れ

て
い
る
が
、3
自
衛
隊
を
跨
い
で
セ
ン
サ
ー
・
ト
ゥ
・

シ
ュ
ー
タ
ー
に
関
連
す
る
装
備
品
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す

る
段
階
に
は
、い
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。こ
う
し
た
状
況

の
中
で
、統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

当
初
か
ら
全
て
の
装
備
を
対
象
に
す
る
の
で
は
な
く
、能

力
発
揮
上
の
実
効
性
が
高
い
装
備
や
シ
ス
テ
ム
を
選
択

し
て
優
先
的
に
連
接
す
る
の
が
現
実
的
で
あ
る
。ま
た
、

今
後
開
発
す
る
装
備
等
に
つ
い
て
は
、セ
ン
サ
ー
・
ト
ゥ
・

シ
ュ
ー
タ
ー
構
想
を
前
提
に
す
る
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で

あ
る
。

　

な
お
、統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
あ

策
を
含
め
た
日
本
版
I
A
M
D
構
想
の
早
期
策
定
が
求

め
ら
れ
る
。

　

多
様
化
す
る
経
空
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
、米
国
が

I
A
M
D
構
想
を
打
ち
出
し
て
久
し
い
。2
0
1
7
年

4
月
改
訂
の
米
軍
統
合
文
書
J
P
3-

01
に
、「
敵
の
航

空
・
ミ
サ
イ
ル
能
力
か
ら
悪
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
力
を
無

効
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、米
本
土
と
米
国
の
国
益
を
防
衛

し
、統
合
部
隊
を
防
護
し
、行
動
の
自
由
を
可
能
に
す
る

た
め
に
行
う
諸
能
力
と
重
層
的
な
作
戦
の
統
合
」と
定

義
さ
れ
て
い
る
   ii

。防
衛
研
究
所
紀
要
に
掲
載
さ
れ
た
有

江
・
山
口
論
文
に
よ
る
と「
重
層
的
な
作
戦
の
統
合
」に

つ
い
て
は
、「
①
敵
の
策
源
地
に
対
す
る
攻
撃
作
戦
、②

防
空
作
戦
や
ミ
サ
イ
ル
防
衛
な
ど
の
積
極
防
衛
、③
偽
装

や
抗
た
ん
化
な
ど
に
よ
っ
て
被
害
局
限
す
る
た
め
の
消

極
防
衛
ー
の
大
き
く
3
つ
に
区
分
さ
れ
る
」と
あ
る
   iii
。つ

ま
り
、敵
の
策
源
地
に
対
す
る
攻
撃
に
よ
っ
て
ミ
サ
イ
ル

攻
撃
等
を
未
然
に
阻
止
す
る
作
戦
と
、敵
の
航
空
機
や
ミ

サ
イ
ル
を
撃
破
す
る
防
空
や
B
M
D
等
の
積
極
防
衛
、さ

ら
に
は
敵
の
攻
撃
か
ら
戦
力
を
保
全
す
る
と
と
も
に
作

戦
基
盤
を
防
護
す
る
消
極
防
衛
を
総
合
的
に
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、多
種
多
様
化
す
る
経
空
脅
威
に
対
抗
し
よ

う
と
す
る
構
想
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、こ
の
概
念
は
幅
広
く
、野
戦
砲
弾
、迫
撃
砲

弾
か
ら
、サ
イ
バ
ー
戦
、指
向
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
兵
器
、電
子

戦
等
の
非
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
兵
器
ま
で
を
含
ん
で
い
る
上

に
、米
軍
の
各
軍
種
の
あ
ら
ゆ
る
装
備
を
一
元
的
に
指
揮

統
制（C

om
m
and and C

ontrol:

C
2
）す
る
シ

ス
テ
ム
が
必
要
と
さ
れ
、将
来
的
に
課
題
が
多
い
と
見
ら

れ
て
い
た
。し
か
し
、米
国
の
戦
略
予
算
評
価
セ
ン
タ
ー

（
C
S
B
A
）が
2
0
2
0
年
1
月
に
発
表
し
た
報
告
書

『
米
空
軍
の
将
来
の
戦
闘
空
軍
力
に
関
す
る
5
つ
の
優
先

事
項
』   iv
で
は
、「
I
A
M
D
能
力
な
し
に
は
、前
線
基
地

か
ら
戦
闘
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、強
靭

な
前
方
展
開
態
勢
を
構
築
す
る
た
め
に
優
先
度
の
高
い

能
力
の
一
つ
」と
I
A
M
D
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　
こ
の
I
A
M
D
構
想
が
我
が
国
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る

理
由
は
、次
の
三
つ
で
あ
る
。ま
ず
第
一
に
、敵
の
策
源
地

に
対
す
る
攻
勢
的
作
戦
が
防
勢
的
作
戦
と
一
体
と
な
っ
て

実
施
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。敵
の
ミ
サ
イ
ル
技
術
開
発
と
我

の
防
護
体
制
の
強
化
と
の
間
で
鼬
ご
っ
こ
を
繰
り
返
し
て

も
、防
勢
の
不
利
を
完
全
に
克
服
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。し
か
し
、限
定
的
と
は
い
え
敵
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
未

然
に
阻
止
で
き
る
能
力
を
備
え
れ
ば
、拒
否
的
抑
止
力
の

実
効
性
を
高
め
る
上
で
有
効
と
な
る
。こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

戦
略
三
文
書
見
直
し
に
向
け
た
自
民
党
提
言
で
も「
弾
道

ミ
サ
イ
ル
を
含
む
我
が
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
に
対
す
る

反
撃
力
」の
保
有
を
求
め
て
い
る
。第
二
に
、従
来
の
防
空

作
戦
と
B
M
D
対
処
を
一
元
・
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
を

作
戦
運
用
の
基
本
と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。こ
の
点
で
は
、

我
が
国
の
総
合
ミ
サ
イ
ル
防
空
も
同
様
な
概
念
で
あ
る
と

い
え
る
。シ
ス
テ
ム
化
す
る
上
で
の
技
術
的
問
題
が
あ
る
ほ

か
、自
衛
隊
自
体
が
指
揮
権
行
使
等
に
関
す
る
検
討
課
題

を
抱
え
て
い
る
が
、日
本
版
I
A
M
D
を
実
現
す
る
た
め

の
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。最
後
に
、部
隊
の
機
動

展
開
能
力
、防
護
・
被
害
復
旧
能
力
等
の
強
化
に
よ
る
作

（
1
）
効
果
的
な
反
撃
の
観
点

　

我
が
国
が
段
階
的
に
反
撃
力
を
整
備
し
、そ
の
能
力

を
発
揮
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
ほ
ど
、米
軍
が
実
施
す

る
攻
撃
作
戦
と
の「
同
調
」が
極
め
て
重
要
と
な
る
。こ

こ
で
の「
同
調
」は
、日
米
が
反
撃（
攻
撃
）の
成
果
を
得

る
た
め
に
、米
軍
のA

ir Tasking C
ycle

（
A
T
サ

イ
ク
ル
）に
基
づ
く
指
揮
統
制
活
動
を
通
じ
て
密
接
な
連

携
を
図
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

米
軍
の
統
合
ド
ク
ト
リ
ン
文
書
で
は
、A
T
サ
イ
ク

ル
は「
統
合
指
揮
所
の
指
針
に
従
い
、計
画
、割
当
て
、

戦
力
配
分
、調
整
な
ど
を
通
じ
て
、効
果
的
及
び
効
率

的
に
航
空
戦
力
へ
任
務
付
与
す
る
反
復
的
か
つ
循
環

的
な
手
順
」と
定
義
さ
れ
て
い
る
   v

。こ
の
手
順
の
中
に

は
、攻
撃
目
標
選
定
、兵
器
割
当
等
の
決
定
手
順
が
含

ま
れ
て
い
る
。自
衛
隊
が
限
ら
れ
た
反
撃
力
を
も
っ
て

効
率
的
に
敵
の
キ
ル
・
チ
ェ
ー
ン
を
断
つ
役
割
を
果
た

し
、
米
軍
の
攻
撃
作
戦
に
寄
与
す
る
た
め
に
、こ
の

A
T
サ
イ
ク
ル
に
習
熟
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。今

後
、我
が
国
の
反
撃
能
力
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
、日
米

間
の
攻
撃
の
同
調
度
合
い
が
高
ま
れ
ば
、A
T
サ
イ
ク

ル
の
改
善
や
こ
れ
に
起
因
す
る
日
米
共
同
指
揮
所
活

動
の
見
直
し
の
必
要
性
も
生
じ
る
だ
ろ
う
。

（
2
）
共
同
C
2
の
観
点

　
中
国
の
A
2
／
A
D
脅
威
が
高
ま
る
中
に
あ
っ
て
、米

国
は
我
が
国
に
対
し
て
I
A
M
D
に
か
か
る
相
互
運
用

性
の
向
上
に
つ
い
て
一
層
の
理
解
と
協
力
を
求
め
て
く

る
こ
と
に
な
る
。こ
の
場
合
、最
大
の
課
題
と
予
測
さ
れ

る
の
が
、共
同
C
2
の
確
立
で
あ
る
。

　

同
盟
国
の
間
で
あ
っ
て
も
共
同
の
C
2
を
確
立
す
る

に
は
多
く
の
困
難
が
伴
う
。日
米
が
双
方
の
国
家
意
思
を

い
か
に
共
同
C
2
の
中
に
反
映
さ
せ
る
の
か
、国
家
機
密

情
報
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
保
証
は

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
と
い
っ
た
国
家
レ
ベ
ル
で
の
様
々

な
課
題
が
想
定
さ
れ
る
。さ
ら
に
自
衛
隊
及
び
米
軍
の

作
戦
運
用
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、I
A
M
D
実
施
に
際
し

て
防
空
と
B
M
D
に
共
通
す
る
部
隊
・
装
備
の
配
分
、重

要
防
護
地
域
・
目
標
の
選
定
、指
揮
権
の
委
任
・
委
譲
等
、

こ
れ
ま
で
時
間
を
要
し
て
い
た
指
揮
所
活
動
を
シ
ス
テ
ム

化
し
て
迅
速
に
行
う
こ
と
が
課
題
に
な
る
。こ
う
し
た
各

種
課
題
が
解
決
し
な
い
限
り
、共
同
C
2
の
確
立
は
お
ぼ

つ
か
な
い
。し
た
が
っ
て
、米
軍
に
先
ん
じ
て
自
衛
隊
内

に
お
け
る
C
2
の
統
合
化
を
実
現
さ
せ
、同
盟
調
整
メ
カ

ニ
ズ
ム
内
の
共
同
運
用
調
整
所
の
機
能
を
活
用
し
て
、日

米
共
同
C
2
の
早
期
確
立
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

（
3
）
継
戦
基
盤
の
観
点

　
日
米
が
共
同
で
I
A
M
D
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、消

極
的
防
御
に
該
当
す
る
作
戦
・
後
方
基
盤
の
構
築
及
び

維
持
が
極
め
て
重
要
に
な
る
。従
来
、自
衛
隊
は
各
種
作

戦
を
遂
行
す
る
際
に
米
軍
の
来
援
基
盤
の
確
保
を
考
慮

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、日
米
共
同
の
作
戦
・
後
方
の
基
盤

構
築
に
あ
た
っ
て
は
実
績
が
あ
る
が
、こ
の
点
も
作
戦
様

相
の
変
化
に
伴
っ
て
進
化
を
遂
げ
て
い
る
。昨
年
、中
国

の
A
2
／
A
D
脅
威
下
で
自
衛
隊
が
島
嶼
防
衛
作
戦
を

遂
行
し
な
が
ら
、米
軍
と
の
共
同
使
用
に
資
す
る
基
盤
を

構
築
す
る
上
で
、参
考
と
な
る
米
空
軍
の
ド
ク
ト
リ
ン
が

発
表
さ
れ
て
い
る
。『
迅
速
な
戦
闘
展
開
（A

g
ile 

C
o
m
b
at E

m
p
lo
ym
e
n
t:

A
C
E
）ド
ク
ト
リ

ン
』   vi
で
あ
る
。こ
れ
は
、米
軍
が
中
国
の
A
2
／
A
D
脅

威
下
に
お
い
て
も
、航
空
戦
力
の
特
性
を
最
大
限
発
揮
し
、

柔
軟
な
分
散
、機
動
運
用
に
よ
り
戦
力
保
全
を
図
る
と

と
も
に
、統
合
全
領
域
作
戦
の
中
核
と
な
る
航
空
作
戦

た
っ
て
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
防
護
の
観
点
か
ら
は
、衛
星
、サ

イ
バ
ー
及
び
E
M
P（
電
磁
パ
ル
ス
）攻
撃
に
対
す
る
抗

た
ん
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

攻
撃
の
観
点
で
は
、敵
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
破
壊
・
運
用

中
断
を
目
的
と
し
た
サ
イ
バ
ー
上
の
マ
ル
ウ
ェ
ア
及
び

E
M
P
等
に
よ
る
反
撃
力
も
保
有
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
3
）一
元
的
な
指
揮
統
制
の
観
点

　
近
代
戦
に
お
い
て
は
、軍
事
技
術
の
飛
躍
的
進
歩
に
伴

う
各
種
作
戦
の
進
展
は
さ
ら
に
迅
速
化
し
て
い
く
。こ
の

状
況
に
伴
い
、指
揮
統
制
に
お
け
る
意
思
決
定
の
速
度
が

作
戦
の
成
否
に
か
か
る
極
め
て
重
要
な
要
素
と
な
る
。

　
こ
の
た
め
、日
本
版
I
A
M
D
は
も
と
よ
り
、領
域
横

断
作
戦
全
体
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に
は
、自
衛
隊
間

の
指
揮
権
行
使
及
び
権
限
委
任
・
委
譲
に
関
わ
る
調
整
・

決
定
を
迅
速
か
つ
的
確
に
機
能
さ
せ
得
る
統
合
C
2
シ

ス
テ
ム
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
自
衛
隊
に
お
け
る
C
2
の
統
合
化
に
関
し
て
、現
在
で

も
顕
著
な
動
き
は
見
ら
れ
な
い
。こ
れ
自
体
は
技
術
・
予

算
の
問
題
よ
り
も
、C
2
に
か
か
る
権
限
・
責
任
の
範
囲

に
関
す
る
3
自
衛
隊
間
の
認
識
が
微
妙
に
異
な
る
こ
と

に
起
因
し
て
、統
合
運
用
上
の
権
限
・
責
任
及
び
指
揮
権

行
使
の
在
り
方
が
確
定
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。い
ず
れ
に
し
て
も
、C
2
統
合
の
検
討
が

長
引
く
こ
と
で
、米
軍
が
運
用
す
る
統
合
C
2
シ
ス
テ
ム

に
3
自
衛
隊
の
関
連
シ
ス
テ
ム
が
個
別
に
連
接
さ
れ
る

こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。我
が
国
が
効
果
的
に

日
本
版
I
A
M
D
を
含
む
領
域
横
断
作
戦
を
遂
行
す
る

た
め
に
は
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
統
合
化
と
統
合
C
2
シ
ス

テ
ム
の
実
装
化
は
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。

（
4
）
部
隊
の
展
開
及
び
防
護
等
の
観
点

　
防
勢
作
戦
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
自
衛
隊
は
、ミ
サ
イ
ル

飽
和
攻
撃
等
に
よ
り
一
部
戦
力
に
損
害
が
生
じ
た
場
合

で
も
、残
存
戦
力
の
再
編
等
を
実
施
し
て
、粘
り
強
く
戦

闘
を
継
続
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
特
に
、南
西
域
に
お
け
る
島
嶼
防
衛
作
戦
に
お
い
て
日

本
版
I
A
M
D
を
実
行
す
る
場
合
、要
時
要
域
に
お
け

る
航
空
優
勢
の
獲
得
、維
持
が
極
め
て
重
要
と
な
り
、事

前
に
人
員
、装
備
、燃
料
・
弾
薬
を
島
嶼
に
小
規
模
展
開

し
、部
隊
の
分
散
運
用
に
努
め
る
こ
と
に
な
る
。こ
の
際
、

各
部
隊
の
展
開
、撤
収
を
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
の
十
分

な
機
動
展
開
能
力
の
確
保
、並
び
に
展
開
先
に
お
け
る

施
設
の
抗
た
ん
化
、被
害
復
旧
資
器
材
の
増
強
等
が
伴
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、機
動
展
開
能
力
に
関
し
て
は
、戦
域

内
の
戦
術
空
輸
能
力
、回
転
翼
航
空
機
に
よ
る
端
末
輸
送

能
力
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
。分
散
パ
ッ
ト
の
整
備
、

滑
走
路
等
被
害
復
旧
用
機
材
の
取
得
、装
備
品
の
高
可
動

率
の
確
保
等
に
つ
い
て
も
決
し
て
十
分
と
は
言
え
な
い
状

態
で
あ
る
。こ
の
た
め
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
能
等
を
駆

使
し
て
、事
態
想
定
に
基
づ
き
関
連
装
備
・
補
用
品
及
び

後
方
用
資
器
材
等
の
具
体
的
な
所
要
数
量
を
算
出
し
た

上
で
、今
後
の
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
に
向
け
た
取
り
組

み
の
中
で
、着
実
な
備
蓄
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
継
続
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。日
米
が
共
同
で

こ
の
A
C
E
を
実
行
す
る
こ
と
は
、戦
力
の
損
耗
を
局
限

す
る
と
と
も
に
日
米
の
戦
力
発
揮
に
寄
与
す
る
こ
と
か

ら
、米
国
の
通
常
戦
力
に
よ
る
拡
大
抑
止
の
実
効
性
を

担
保
す
る
こ
と
に
も
な
る
。特
に
、我
が
国
と
し
て
は
、

南
西
域
に
お
け
る
民
間
空
港
や
港
湾
等
を
有
効
に
維
持

活
用
す
る
た
め
に
、特
定
公
共
施
設
等
利
用
法
が
発
動

で
き
る
事
態
を
拡
大
し
て
、事
前
の
物
資
等
の
集
積
、訓

練
等
が
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
ペ
ロ
シ
米
下
院
議
長
の
訪
台

と
い
う
外
交
上
の
行
為
に
対
し
て
、中
国
は
台
湾
周
辺
に

お
け
る
長
期
間
の
大
規
模
演
習
及
び
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発

射
と
い
う
軍
事
的
報
復
措
置
で
対
応
し
た
。今
後
と
も
、

米
国
が
台
湾
と
の
友
好
関
係
を
維
持
す
る
た
め
の
外
交

関
係
を
深
化
し
て
い
け
ば
、中
国
の
軍
事
的
反
応
は
激
化

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。今
後
、北
朝
鮮
と
同
様
に
、

中
国
が
平
素
か
ら
我
が
国
の
安
全
保
障
に
重
大
な
影
響

直
し
に
お
い
て
、反
撃
能
力
の
保
有
は
総
合
的
な
抑
止
力

の
一
環
と
し
て
保
有
す
る
こ
と
を
明
記
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、攻
防
各
能
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
兼
備
し
た
日

本
版
I
A
D
M
構
想
を
定
め
る
と
と
も
に
、速
や
か
に
そ

の
具
現
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
切
望
す
る
。我
が
国
が

自
ら
の
安
全
保
障
体
制
を
堅
持
し
続
け
る
た
め
の
時
間

的
な
猶
予
は
な
い
。
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